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　２０１３シーズンのＪ１リーグ戦が12月7日に終了し、サンフレッチェ広島が2連覇、2度目の優勝を達成した。最終節の第34節を前に首位
の横浜Ｆ・マリノス、2位の広島、3位の鹿島アントラーズに優勝の可能性があり、3チームの中で唯一、勝利を収めた広島がタイトルを獲得
した。Ｊ２リーグ戦は優勝のガンバ大阪、2位のヴィッセル神戸がＪ１に自動昇格。4位の徳島ヴォルティスが同8日に開催されたＪ１昇格プレ
ーオフを制し、四国勢としては初のＪ１クラブとなった。同10日は「２０１３Ｊリーグアウォーズ」が行われ、横浜ＦＭのMF中村俊輔が最優秀
選手賞を獲得。Ｊリーグ史上初となる2度目の受賞となった。（2～6ページに関連記事）

サンフレッチェ広島が2連覇、2度目の優勝
中村俊輔（横浜Ｆ・マリノス）が最優秀選手賞を受賞。ガンバ大阪、ヴィッセル神戸、徳島ヴォルティスがＪ１昇格

2 位で迎えた最終節の鹿島戦に勝利し、劇的な優勝を飾った広島。最後まで諦めない戦いが実を結んだ
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大東チェアマン（左）と優勝盾を持つ徳島の斉藤

神戸も1年でＪ１復帰（最終節の熊本戦）

第41節で優勝を決めたＧ大阪。アジア制覇の実績もある強豪が、1年でＪ１復帰を果たした

最終節の鹿島戦で先制点を決める広島の石原（右）。試合終盤にも貴重な追加点を挙げた。左は鹿島の中田

得点王となった川崎Ｆの大久保（左）をマークする横浜ＦＭの
中澤。最終節では両チームの明暗が分かれた

Ｃ大阪の柿谷は浦和戦で2得点。ＡＣＬ出場に望みをつないだ

　Ｊ２リーグ戦は関西勢がリードし、1～3位をガ
ンバ大阪、ヴィッセル神戸、京都サンガF.C.が
占めた。優勝したのは、初めてＪ２で戦ったＧ
大阪。まず第39節のロアッソ熊本戦で、自動
昇格の条件の一つとなる2位以上が確定。第
41節のモンテディオ山形戦で5連勝を飾り、優
勝を決めた。MF遠藤保仁、DF今野泰幸とい
う中心選手がSAMURAI BLUE（日本代表）
の海外遠征で不在の時も、安定した成績を残
した。7月に海外のクラブから復帰したMF宇佐
美貴史は、18試合で19得点を挙げる活躍を
見せて、チームに勢いをつけた。今シーズンから
指揮を執った長谷川健太監督は「1年間を通
してＪ１復帰に強い気持ちを持って戦った結
果」と語った。
　2位となって、やはり1年でのＪ１復帰を果た

したのが神戸。前半戦は第2～15節で首位を
キープし、後半戦も第35～38節でトップに立
つなど、Ｇ大阪と競り合った。2位以上を確定し
たのは第40節。安達 亮監督は「選手もスタッ
フも非常にいい仕事をしてくれた。結果として

は満足」と振り返った。
　Ｊ１昇格プレーオフ出場となる3～6位を目指
す争いは、京都が第39節で6位以上を確定し
た後、最終節の第42節を前に5チームがしの
ぎを削った。最終戦では徳島ヴォルティスが
Ｖ・ファーレン長崎を破り、4位に浮上。敗れ
た長崎も6位を確保した。ガイナーレ鳥取と対
戦したジェフユナイテッド千葉は、後半アディ
ショナルタイム2分の同点ゴールで引き分けに
持ち込み、5位をキープした。松本山雅ＦＣは
千葉、長崎と勝点で並ぶも得失点差で7位、
勝てば5～6位が確定したコンサドーレ札幌は
ギラヴァンツ北九州と引き分けて8位に終わ
り、あと一歩及ばなかった。

　Ｊ１リーグ戦は最終節となる第34節を前に、
首位の横浜Ｆ・マリノス、2位のサンフレッチェ
広島、3位の鹿島アントラーズという3チームに
優勝の可能性が残されていた。さらに、3位以
上となるＡＦＣチャンピオンズリーグ（ＡＣＬ）
出場権獲得を目指し、4～6位の浦和レッズ、
川崎フロンターレ、セレッソ大阪がしのぎを
削っていた。そして、最終節はくしくも川崎Ｆ vs  
横浜ＦＭ、鹿島 vs 広島、浦和 vs Ｃ大阪とい
う上位対決によるドラマチックな幕切れとなった。
　県立カシマサッカースタジアムでは、優勝す
るには勝利が絶対条件の鹿島と広島が対決
した。35分に均衡を破ったのは、横浜ＦＭを
勝点2差で追う広島のMF石原直樹。石原は

80分にも追加点を決め、広島が2－0の勝利
を収めた。やや遅れて終了した試合で横浜ＦＭ
が敗れたことにより、勝点で上回った広島の2
連覇が決まった。残り2節の時点では横浜ＦＭ
との勝点差が5と開いただけに、森保 一監督
は「優勝を信じて最後まで諦めない気持ちで
戦ったことが、結果となって結び付いた」と話し
た。敗れた鹿島は5位に順位を下げ、ＡＣＬ出
場権獲得も逃した。
　横浜ＦＭは第33節、ホームでのアルビレッ
クス新潟戦に勝利すれば、9年ぶりの優勝が
決まるというチャンスがあった。ところが、日産ス
タジアムにリーグ戦で史上最多となる6万
2632人の入場者を集めた一戦で0－2の黒
星。勝てば優勝という最終節の川崎Ｆ戦にも0
－1と敗れ、第29節からキープした首位の座を
明け渡した。一方、川崎Ｆはこの勝利で3位
に浮上し、ＡＣＬ出場権を獲得。今シーズン
通算26点を挙げたFW大久保嘉人が、初の
得点王となった。
　ＡＣＬ出場権を懸けて戦った浦和とＣ大阪
の対決は、FW柿谷曜一朗の2得点などでＣ
大阪が5－2の勝利。リーグ戦の順位は4位に
上がり、第93回天皇杯全日本サッカー選手権
大会で広島、横浜ＦＭ、川崎Ｆのいずれかが
優勝すれば、繰り上げでＡＣＬ出場権を手に
する。また、湘南ベルマーレ、ジュビロ磐田、
大分トリニータの3チームが降格し、来シーズン
はＪ２で戦うことになった。

ガンバ大阪が優勝、
2位はヴィッセル神戸

最終節のドラマ。上位対決の3カードに
優勝、ＡＣＬ出場権が懸かる

徳島ヴォルティスが昇格。四国初のＪ１クラブに カマタマーレ讃岐がＪ２昇格を決める
Ｊ２・ＪＦＬ入れ替え戦

 順位 チーム 勝点 試合 勝 引分 敗 得点 失点 得失点差

 1 ガンバ大阪  87 42 25 12 5 99 46 +53
 2 ヴィッセル神戸  83 42 25 8 9 78 41 +37 
 3 京都サンガF.C.  70 42 20 10 12 68 46 +22
 4 徳島ヴォルティス  67 42 20 7 15 56 51 +5
 5 ジェフユナイテッド千葉  66 42 18 12 12 68 49 +19
 6 Ｖ・ファーレン長崎  66 42 19 9 14 48 40 +8
 7 松本山雅ＦＣ  66 42 19 9 14 54 54 +0
 8 コンサドーレ札幌   64 42 20 4 18 60 49 +11
 9 栃木ＳＣ  63 42 17 12 13 61 55 +6
 10 モンテディオ山形  59 42 16 11 15 74 61 +13
 11 横浜ＦＣ  58 42 15 13 14 49 46 +3
 12 ファジアーノ岡山  56 42 13 17 12 52 48 +4
 13 東京ヴェルディ  56 42 14 14 14 52 58 -6
 14 アビスパ福岡  56 42 15 11 16 47 54 -7
 15 水戸ホーリーホック  55 42 14 13 15 50 58 -8
 16 ギラヴァンツ北九州  49 42 13 10 19 50 60 -10
 17 愛媛ＦＣ  47 42 12 11 19 43 52 -9
 18 カターレ富山  44 42 11 11 20 45 59 -14
 19 ロアッソ熊本  43 42 10 13 19 40 70 -30
 20 ザスパクサツ群馬  40 42 9 13 20 43 61 -18
 21 ＦＣ岐阜  37 42 9 10 23 37 80 -43
 22 ガイナーレ鳥取  31 42 5 16 21 38 74 -36

得点ランキング上位
 順位 選手 所属 得点数

 1 ケンペス 千葉 22
 2 宇佐美 貴史 Ｇ大阪 19
 3 内村 圭宏 札幌 17
 4 サビア 栃木 16
 4 クリスティアーノ 栃木 16

 順位 選手 所属 得点数

 4 ポポ 神戸 16
 4 小川 慶治朗 神戸 16
 8 津田 知宏 徳島 14
 9 平繁 龍一 群馬 13
 9 レアンドロ Ｇ大阪 13

順位表

※引き分けの場合は、年間順位の優位性を確保す
   るため、年間順位が上位のクラブを勝者とする。

京都
（3位）

【準決勝】
12月1日0－0 1－1

0－2
【決勝】12月8日

長崎
（6位）

徳島
（4位）

千葉
（5位）

　Ｊ１昇格プレーオフの準決勝が12月1日、決勝が同8日に開催され、徳島ヴォ
ルティスがＪリーグ入会9年目でクラブ史上初の昇格を果たした。Ｊ２リーグ戦
で4位の徳島は国立競技場が舞台となった決勝で、同3位の京都サンガF.C.を
2－0で下した。四国のクラブがＪ１に昇格したのも初めてとなった。
　徳島は序盤、京都に押し込まれたものの、39分にDF千代反田 充が先制し、
その4分後にはFW津田知宏が追加点をマーク。4年ぶりのＪ１復帰を目指した
京都は、シュート数で13－4と上回るも、ゴールネットを揺らすことはできなかっ
た。徳島の小林伸二監督は「今日のゲームは本当に出来過ぎのような形で、
選手たちが良くやってくれた」と大一番の勝利を評した。

サポーターと喜びを分かち合う讃岐の選手たち

　ホーム＆アウェイによるＪ２・ＪＦＬ入れ替え戦が12月1、8日
に行われ、ＪＦＬ 2位のカマタマーレ讃岐がＪ２昇格を決めた。
Ｊ２で22位のガイナーレ鳥取と対戦した讃岐は、ホームの第1戦
を1－1で引き分けた後、アウェイの第2戦を1－0と勝利し、通算
成績を1勝1分とした。敗れた鳥取はＪＦＬへの降格ではなく、来
シーズンは新設のＪ３に戦いの場を移すことになった。
　第1戦で追い付かれて引き分けた讃岐は、第2戦で20分に
FW高橋 泰が2試合連続の先制点。その後、鳥取の反撃を受けて
守勢に回ったものの、この1点を守り抜いた。香川県出身の讃岐

の北野 誠監督は「香川
県の地にＪリーグのクラ
ブをつくりたいという思
いを、達成できてうれし
い」と喜びを語った。

【２０１３J１昇格プレーオフ】
徳島ヴォルティス

【Ｊ２・ＪＦＬ入れ替え戦】
第1戦  讃岐 1－1 鳥取
第2戦  鳥取 0－1 讃岐

 順位 チーム 勝点 試合 勝 引分 敗 得点 失点 得失点差

 1 サンフレッチェ広島 63 34 19 6 9 51 29 +22
 2 横浜Ｆ・マリノス 62 34 18 8 8 49 31 +18
 3 川崎フロンターレ 60 34 18 6 10 65 51 +14 
 4 セレッソ大阪  59 34 16 11 7 53 32 +21
 5 鹿島アントラーズ 59 34 18 5 11 60 52 +8
 6 浦和レッズ 58 34 17 7 10 66 56 +10
 7 アルビレックス新潟 55 34 17 4 13 48 42 +6
 8 ＦＣ東京 54 34 16 6 12 61 47 +14
 9 清水エスパルス  50 34 15 5 14 48 57 -9
 10 柏レイソル 48 34 13 9 12 56 59 -3
 11 名古屋グランパス 47 34 13 8 13 47 48 -1
 12 サガン鳥栖  46 34 13 7 14 54 63 -9
 13 ベガルタ仙台 45 34 11 12 11 41 38 +3
 14 大宮アルディージャ 45 34 14 3 17 45 48 -3
 15 ヴァンフォーレ甲府 37 34 8 13 13 30 41 -11
 16 湘南ベルマーレ 25 34 6 7 21 34 62 -28
 17 ジュビロ磐田  23 34 4 11 19 40 56 -16
 18 大分トリニータ 14 34 2 8 24 31 67 -36

順位表

得点ランキング上位
 順位 選手 所属 得点数

 1 大久保 嘉人 川崎Ｆ 26
 2 川又 堅碁 新潟 23
 3 柿谷 曜一朗 Ｃ大阪 21
 4 豊田 陽平 鳥栖 20
 5 大迫 勇也 鹿島 19
 5 工藤 壮人 柏 19

 順位 選手 所属 得点数

 7 渡邉 千真 Ｆ東京 17
 7 佐藤 寿人 広島 17
 9 マルキーニョス 横浜ＦＭ 16
 10 ウイルソン 仙台 13
 10 興梠 慎三 浦和 13

　サンフレッチェ広島のリーグ戦2連覇、誠におめでとうござ
います。今シーズンのリーグ戦は最後まで優勝争いがもつれ
る、非常に見応えのある展開となりました。最終節では3クラ
ブに優勝の可能性があり、また上位クラブにＡＣＬへの出
場も懸かる緊迫した状況の中、広島が勝利で試合を締めくく
り、見事に頂点に立ちました。各クラブのファン・サポーターは
固唾をのんで試合の状況を見守ったのではないでしょうか。
　今シーズンの広島は、ＦＵＪＩ ＸＥＲＯＸ ＳＵＰＥＲ ＣＵＰ
の優勝でスタートし、リーグ戦においても序盤から安定した
戦いで勝利を重ねてきました。リーグ戦2連覇という結果
は、まさにチームの集大成であったと心から敬意を表しま
す。Ｊリーグはことし、リーグ戦開幕20周年を迎えましたが、
1993年のＪリーグスタート時から在籍する広島が、リーグ
20周年の歴史に名を刻むにふさわしい堂々たる戦い方で
優勝を決めたことには、大変感慨深いものがあります。
　また、1993年に広島で選手としてピッチに立ち、その後
ドーハの悲劇や、各地のＪクラブを経験した森保 一監督
が、同じ広島でリーグ戦2連覇という偉業を成し遂げたこと
には、万感の思いがあり、その手腕を高く評価します。監
督、選手、チームスタッフ、クラブ関係者はもちろんのこと、
ホームタウンの広島市をはじめとする多くのファン・サポー
ター、サンフレッチェ広島を1年間熱く支えて応援していただ
いた全ての関係者の皆さまに、心よりお祝い申し上げます。

広島の優勝における大東和美チェアマン コメント
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は「優勝を信じて最後まで諦めない気持ちで
戦ったことが、結果となって結び付いた」と話し
た。敗れた鹿島は5位に順位を下げ、ＡＣＬ出
場権獲得も逃した。
　横浜ＦＭは第33節、ホームでのアルビレッ
クス新潟戦に勝利すれば、9年ぶりの優勝が
決まるというチャンスがあった。ところが、日産ス
タジアムにリーグ戦で史上最多となる6万
2632人の入場者を集めた一戦で0－2の黒
星。勝てば優勝という最終節の川崎Ｆ戦にも0
－1と敗れ、第29節からキープした首位の座を
明け渡した。一方、川崎Ｆはこの勝利で3位
に浮上し、ＡＣＬ出場権を獲得。今シーズン
通算26点を挙げたFW大久保嘉人が、初の
得点王となった。
　ＡＣＬ出場権を懸けて戦った浦和とＣ大阪
の対決は、FW柿谷曜一朗の2得点などでＣ
大阪が5－2の勝利。リーグ戦の順位は4位に
上がり、第93回天皇杯全日本サッカー選手権
大会で広島、横浜ＦＭ、川崎Ｆのいずれかが
優勝すれば、繰り上げでＡＣＬ出場権を手に
する。また、湘南ベルマーレ、ジュビロ磐田、
大分トリニータの3チームが降格し、来シーズン
はＪ２で戦うことになった。

ガンバ大阪が優勝、
2位はヴィッセル神戸

最終節のドラマ。上位対決の3カードに
優勝、ＡＣＬ出場権が懸かる

徳島ヴォルティスが昇格。四国初のＪ１クラブに カマタマーレ讃岐がＪ２昇格を決める
Ｊ２・ＪＦＬ入れ替え戦

 順位 チーム 勝点 試合 勝 引分 敗 得点 失点 得失点差

 1 ガンバ大阪  87 42 25 12 5 99 46 +53
 2 ヴィッセル神戸  83 42 25 8 9 78 41 +37 
 3 京都サンガF.C.  70 42 20 10 12 68 46 +22
 4 徳島ヴォルティス  67 42 20 7 15 56 51 +5
 5 ジェフユナイテッド千葉  66 42 18 12 12 68 49 +19
 6 Ｖ・ファーレン長崎  66 42 19 9 14 48 40 +8
 7 松本山雅ＦＣ  66 42 19 9 14 54 54 +0
 8 コンサドーレ札幌   64 42 20 4 18 60 49 +11
 9 栃木ＳＣ  63 42 17 12 13 61 55 +6
 10 モンテディオ山形  59 42 16 11 15 74 61 +13
 11 横浜ＦＣ  58 42 15 13 14 49 46 +3
 12 ファジアーノ岡山  56 42 13 17 12 52 48 +4
 13 東京ヴェルディ  56 42 14 14 14 52 58 -6
 14 アビスパ福岡  56 42 15 11 16 47 54 -7
 15 水戸ホーリーホック  55 42 14 13 15 50 58 -8
 16 ギラヴァンツ北九州  49 42 13 10 19 50 60 -10
 17 愛媛ＦＣ  47 42 12 11 19 43 52 -9
 18 カターレ富山  44 42 11 11 20 45 59 -14
 19 ロアッソ熊本  43 42 10 13 19 40 70 -30
 20 ザスパクサツ群馬  40 42 9 13 20 43 61 -18
 21 ＦＣ岐阜  37 42 9 10 23 37 80 -43
 22 ガイナーレ鳥取  31 42 5 16 21 38 74 -36

得点ランキング上位
 順位 選手 所属 得点数

 1 ケンペス 千葉 22
 2 宇佐美 貴史 Ｇ大阪 19
 3 内村 圭宏 札幌 17
 4 サビア 栃木 16
 4 クリスティアーノ 栃木 16

 順位 選手 所属 得点数

 4 ポポ 神戸 16
 4 小川 慶治朗 神戸 16
 8 津田 知宏 徳島 14
 9 平繁 龍一 群馬 13
 9 レアンドロ Ｇ大阪 13

順位表

※引き分けの場合は、年間順位の優位性を確保す
   るため、年間順位が上位のクラブを勝者とする。

京都
（3位）

【準決勝】
12月1日0－0 1－1

0－2
【決勝】12月8日

長崎
（6位）

徳島
（4位）

千葉
（5位）

　Ｊ１昇格プレーオフの準決勝が12月1日、決勝が同8日に開催され、徳島ヴォ
ルティスがＪリーグ入会9年目でクラブ史上初の昇格を果たした。Ｊ２リーグ戦
で4位の徳島は国立競技場が舞台となった決勝で、同3位の京都サンガF.C.を
2－0で下した。四国のクラブがＪ１に昇格したのも初めてとなった。
　徳島は序盤、京都に押し込まれたものの、39分にDF千代反田 充が先制し、
その4分後にはFW津田知宏が追加点をマーク。4年ぶりのＪ１復帰を目指した
京都は、シュート数で13－4と上回るも、ゴールネットを揺らすことはできなかっ
た。徳島の小林伸二監督は「今日のゲームは本当に出来過ぎのような形で、
選手たちが良くやってくれた」と大一番の勝利を評した。

サポーターと喜びを分かち合う讃岐の選手たち

　ホーム＆アウェイによるＪ２・ＪＦＬ入れ替え戦が12月1、8日
に行われ、ＪＦＬ 2位のカマタマーレ讃岐がＪ２昇格を決めた。
Ｊ２で22位のガイナーレ鳥取と対戦した讃岐は、ホームの第1戦
を1－1で引き分けた後、アウェイの第2戦を1－0と勝利し、通算
成績を1勝1分とした。敗れた鳥取はＪＦＬへの降格ではなく、来
シーズンは新設のＪ３に戦いの場を移すことになった。
　第1戦で追い付かれて引き分けた讃岐は、第2戦で20分に
FW高橋 泰が2試合連続の先制点。その後、鳥取の反撃を受けて
守勢に回ったものの、この1点を守り抜いた。香川県出身の讃岐

の北野 誠監督は「香川
県の地にＪリーグのクラ
ブをつくりたいという思
いを、達成できてうれし
い」と喜びを語った。

【２０１３J１昇格プレーオフ】
徳島ヴォルティス

【Ｊ２・ＪＦＬ入れ替え戦】
第1戦  讃岐 1－1 鳥取
第2戦  鳥取 0－1 讃岐

 順位 チーム 勝点 試合 勝 引分 敗 得点 失点 得失点差

 1 サンフレッチェ広島 63 34 19 6 9 51 29 +22
 2 横浜Ｆ・マリノス 62 34 18 8 8 49 31 +18
 3 川崎フロンターレ 60 34 18 6 10 65 51 +14 
 4 セレッソ大阪  59 34 16 11 7 53 32 +21
 5 鹿島アントラーズ 59 34 18 5 11 60 52 +8
 6 浦和レッズ 58 34 17 7 10 66 56 +10
 7 アルビレックス新潟 55 34 17 4 13 48 42 +6
 8 ＦＣ東京 54 34 16 6 12 61 47 +14
 9 清水エスパルス  50 34 15 5 14 48 57 -9
 10 柏レイソル 48 34 13 9 12 56 59 -3
 11 名古屋グランパス 47 34 13 8 13 47 48 -1
 12 サガン鳥栖  46 34 13 7 14 54 63 -9
 13 ベガルタ仙台 45 34 11 12 11 41 38 +3
 14 大宮アルディージャ 45 34 14 3 17 45 48 -3
 15 ヴァンフォーレ甲府 37 34 8 13 13 30 41 -11
 16 湘南ベルマーレ 25 34 6 7 21 34 62 -28
 17 ジュビロ磐田  23 34 4 11 19 40 56 -16
 18 大分トリニータ 14 34 2 8 24 31 67 -36

順位表

得点ランキング上位
 順位 選手 所属 得点数

 1 大久保 嘉人 川崎Ｆ 26
 2 川又 堅碁 新潟 23
 3 柿谷 曜一朗 Ｃ大阪 21
 4 豊田 陽平 鳥栖 20
 5 大迫 勇也 鹿島 19
 5 工藤 壮人 柏 19

 順位 選手 所属 得点数

 7 渡邉 千真 Ｆ東京 17
 7 佐藤 寿人 広島 17
 9 マルキーニョス 横浜ＦＭ 16
 10 ウイルソン 仙台 13
 10 興梠 慎三 浦和 13

　サンフレッチェ広島のリーグ戦2連覇、誠におめでとうござ
います。今シーズンのリーグ戦は最後まで優勝争いがもつれ
る、非常に見応えのある展開となりました。最終節では3クラ
ブに優勝の可能性があり、また上位クラブにＡＣＬへの出
場も懸かる緊迫した状況の中、広島が勝利で試合を締めくく
り、見事に頂点に立ちました。各クラブのファン・サポーターは
固唾をのんで試合の状況を見守ったのではないでしょうか。
　今シーズンの広島は、ＦＵＪＩ ＸＥＲＯＸ ＳＵＰＥＲ ＣＵＰ
の優勝でスタートし、リーグ戦においても序盤から安定した
戦いで勝利を重ねてきました。リーグ戦2連覇という結果
は、まさにチームの集大成であったと心から敬意を表しま
す。Ｊリーグはことし、リーグ戦開幕20周年を迎えましたが、
1993年のＪリーグスタート時から在籍する広島が、リーグ
20周年の歴史に名を刻むにふさわしい堂々たる戦い方で
優勝を決めたことには、大変感慨深いものがあります。
　また、1993年に広島で選手としてピッチに立ち、その後
ドーハの悲劇や、各地のＪクラブを経験した森保 一監督
が、同じ広島でリーグ戦2連覇という偉業を成し遂げたこと
には、万感の思いがあり、その手腕を高く評価します。監
督、選手、チームスタッフ、クラブ関係者はもちろんのこと、
ホームタウンの広島市をはじめとする多くのファン・サポー
ター、サンフレッチェ広島を1年間熱く支えて応援していただ
いた全ての関係者の皆さまに、心よりお祝い申し上げます。

広島の優勝における大東和美チェアマン コメント
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ベストイレブンに輝いた選手たち。前列左から川又、大迫、大久保、青山。中列左から柿谷、中村、山口。
後列左から森重、那須、中澤、西川

歴代最年長の最優秀選手賞
　大分トリニータ、ジュビロ磐田の順で始ま
り、川崎フロンターレ、横浜Ｆ・マリノスと続い
て入場したＪ１の17クラブの選手たちが着
席すると、いよいよ今シーズンのチャンピオ
ンとなったサンフレッチェ広島の選手らが登
場。森保 一監督、Ｊリーグ杯（優勝銀皿）を

携えたキャプテンのFW佐藤寿人を先頭に、
中央ステージに進み出た。
　日本サッカー協会（ＪＦＡ）の大仁邦彌会
長よりＪ１優勝クラブの表彰を受けた後、Ｊ
リーグの大東和美チェアマンが登壇してあい
さつを行った。今シーズンを振り返った後、
「20年の歴史を経たＪリーグは今、大きな節
目。Ｊリーグは、さらなる成長のために新しい

周囲への感謝の言葉を述べた。
　クライマックスは、表彰の最後となる２０１３
シーズン最優秀選手賞の発表。同賞のプレ
ゼンターを務めたロンドンパラリンピック女子
陸上日本代表の佐藤真海さんが読み上げた
名前は、横浜ＦＭのMF中村俊輔。2000年
に続く2度目の栄誉は、Ｊリーグ史上初の快
挙で、35歳は10年の楢﨑正剛ら3人の34
歳を上回る歴代最年長受賞者となった。
　横浜ＦＭはＪリーグアウォーズの3日前に
行われたリーグ戦の最終節で優勝を逃し、
惜しくも準優勝に甘んじた。それでも全34節
中、最多の18節で首位に立ち、常に4位以
上をキープするなど安定した戦いぶり。その
チームにあって、中村のリーダーとしての活

　今シーズンのＪリーグを締めくくる「２０１３Ｊリーグア
ウォーズ」が12月10日、神奈川県の横浜アリーナで開催
された。２０１３シーズンに輝かしい足跡を残した選手
や監督、クラブ、審判などの功績をたたえて行う表彰式。
華やかなスポットライトを浴びたステージ上にヒーローた
ちが姿を現すと、詰め掛けたファン・サポーターが大きな
拍手と歓声で祝福した。最優秀選手賞には横浜Ｆ・マ
リノスのMF中村俊輔が選ばれた。

中村俊輔（横浜ＦＭ）が最優秀選手賞
13年ぶりの栄誉。2度の受賞は史上初

「2013Ｊリーグアウォーズ」受賞一覧 （丸数字は受賞回数）
最優秀選手賞
 （GK）

 （DF）

ベストイレブン 
 （MF）

 （FW）

得点王
ベストヤングプレーヤー賞
最優秀ゴール賞（新設）
フェアプレー賞 高円宮杯
フェアプレー賞（J１）

フェアプレー賞（J２）

フェアプレー個人賞
最優秀監督賞
最優秀主審賞

Ｊリーグベストピッチ賞

功労選手賞
最優秀育成クラブ賞

中村 俊輔（横浜ＦＭ、②）
西川 周作（広島、②）
那須 大亮（浦和、初）／森重 真人（Ｆ東京、初）
中澤 佑二（横浜ＦＭ、⑥）

中村 俊輔（横浜ＦＭ、③）／山口 螢（Ｃ大阪、初）
柿谷 曜一朗（Ｃ大阪、初）／青山 敏弘（広島、②）

大迫 勇也（鹿島、初）／大久保 嘉人（川崎Ｆ、初）
川又 堅碁（新潟、初）

大久保 嘉人（川崎Ｆ、初）
南野 拓実（Ｃ大阪）
柿谷 曜一朗（Ｃ大阪、初）
サンフレッチェ広島 ③
ベガルタ仙台 初（Ｊ２で②）
ガンバ大阪 初（Ｊ１で①、高円宮杯②）／松本山雅ＦＣ 初
ヴィッセル神戸 初（Ｊリーグで高円宮杯①）／ファジアーノ岡山 初

柿谷 曜一朗（Ｃ大阪、初）／佐藤 寿人（広島、③）
森保 一（広島、②）
西村 雄一 ⑤ 最優秀副審賞 相樂 亨 ⑥
キンチョウスタジアム ②／ＩＡＩスタジアム日本平 ⑦
埼玉スタジアム２００２ ③／東北電力ビッグスワンスタジアム ④

中山 雅史／土肥 洋一／服部 公太
セレッソ大阪

 3月 第2 節 中村 俊輔（横浜ＦＭ） 3月 9日 vs 清水 得点時間：8
 4月 第 8 節 柴崎 岳（鹿島） 4月 27日 vs 新潟 得点時間：6
 5月 第13節 柿谷 曜一朗（Ｃ大阪） 5月 25日 vs 名古屋 得点時間：67
 7月 第16節 齋藤 学（横浜ＦＭ） 7月 13日 vs 大宮 得点時間：36
 8月 第21節 中村 俊輔（横浜ＦＭ） 8月 17日 vs Ｆ東京 得点時間：89
 9月 第27節 佐藤 寿人（広島） 9月 28日 vs 鳥栖 得点時間：23
 10月 第30節 中村 俊輔（横浜ＦＭ） 10月 27日 vs 大分 得点時間：45
 11月 第33節 柿谷 曜一朗（Ｃ大阪） 11月 30日 vs 鹿島 得点時間：38
 12月 第34節 石原 直樹（広島） 12月 7日 vs 鹿島 得点時間：35

最優秀選手賞のプレゼンターを務めた佐藤真海さん（右）と中村。スピーチ
では「素直にうれしい」「感謝の気持ち」と受賞の感想を述べた

各賞の表彰を前にあいさつを行う大東チェアマン

最優秀監督賞はデジタル一眼レフカメラが副賞の一つに。受賞した森保監督
（左）は、最後まで諦めずに戦い続けた選手たちをたたえたＪリーグ杯（優勝銀皿）、チャンピオンフラッグを携え、晴れやかな表情でステージ上に勢ぞろいした広島の面々

最優秀選手賞の副賞、ゴールデンボールトロフィーを掲げる中村。シーズンを通して存在感が際立っていた

チャレンジを進めていく」と力強くスピーチ。フ
ァン・サポーター、パートナー各社、メディア
関係者に1年間の感謝を述べた。
　ジョン・カビラ、石山愛子の両氏というおな
じみの司会コンビがテンポよくセレモニーを
進行し、今シーズンのＪリーグを彩った「顔」
ともいうべき選手らが、次々に表彰された。
受賞者は晴れやかな表情でステージに立ち、

躍は出色だった。正確なキックを生かしたFK
やCKのセットプレーで数多くの得点を演出
し、リーグ戦での10得点は自身の1シーズン
最多。一方、体を張ったボール奪取など、献
身的な守備も披露。「この賞に恥じぬようい
いプレーをし続けて、サッカー界に少しでも貢
献できたら」という、13年前の受賞時の言葉
で、スピーチを締めくくった。

ベストイレブン初選出は7人
　ベストイレブンは、今シーズンのＪ１で17
試合以上に出場した選手が対象となる優秀
選手賞を受賞した32人の中から、選考委員
会が決定した。初選出は12年と同じく7人。
今シーズンは日本人選手が得点ランキング

の上位を占める活躍を見せたことを反映し、
得点王のFW大久保嘉人（川崎Ｆ）、得点ラ
ンキング2位のFW川又堅碁（アルビレックス
新潟）、同3位のMF柿谷曜一朗（セレッソ
大阪）、同5位タイのFW大迫勇也（鹿島
アントラーズ）がうれしい初受賞となった。
また、11人が日本人選手によって占められた
のは、09年以来2度目。11人の中で最多受
賞はDF中澤佑二（横浜ＦＭ）の6度で、5年
ぶりの受賞となった。チームメートの中村は、
2000年に続く最優秀選手賞とのダブル受
賞。Ｊ１優勝の広島からは、GK西川周作、
MF青山敏弘が、共に2年連続となった。
　Ｊ１で26ゴールをマークした大久保は、初
の得点王。Ｊ１では、これまで自己最多だった

2013シーズン Ｊ１リーグ戦 月間ベストゴール

得点王に輝いた大久保はコンスタントにゴールを決めてチームを3位に押し上げた

新設の最優秀ゴール賞は柿谷（左）が獲得。「キャプテン翼」でおなじ
みの漫画家、高橋陽一氏がプレゼンターを務めた

優秀選手賞の受賞者には副賞としてビッグマック1年分。
浦和のMF阿部勇樹（左）が32人を代表して受け取った

副賞の高級腕時計を手にするベストヤングプレーヤー賞の
南野（左）。今シーズンはリーグ戦で初得点もマーク

※功労賞、功労審判員賞は該当者なし

※6月はＪ１開催なし
※　　　は最終ノミネートゴール
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ベストイレブンに輝いた選手たち。前列左から川又、大迫、大久保、青山。中列左から柿谷、中村、山口。
後列左から森重、那須、中澤、西川

歴代最年長の最優秀選手賞
　大分トリニータ、ジュビロ磐田の順で始ま
り、川崎フロンターレ、横浜Ｆ・マリノスと続い
て入場したＪ１の17クラブの選手たちが着
席すると、いよいよ今シーズンのチャンピオ
ンとなったサンフレッチェ広島の選手らが登
場。森保 一監督、Ｊリーグ杯（優勝銀皿）を

携えたキャプテンのFW佐藤寿人を先頭に、
中央ステージに進み出た。
　日本サッカー協会（ＪＦＡ）の大仁邦彌会
長よりＪ１優勝クラブの表彰を受けた後、Ｊ
リーグの大東和美チェアマンが登壇してあい
さつを行った。今シーズンを振り返った後、
「20年の歴史を経たＪリーグは今、大きな節
目。Ｊリーグは、さらなる成長のために新しい

周囲への感謝の言葉を述べた。
　クライマックスは、表彰の最後となる２０１３
シーズン最優秀選手賞の発表。同賞のプレ
ゼンターを務めたロンドンパラリンピック女子
陸上日本代表の佐藤真海さんが読み上げた
名前は、横浜ＦＭのMF中村俊輔。2000年
に続く2度目の栄誉は、Ｊリーグ史上初の快
挙で、35歳は10年の楢﨑正剛ら3人の34
歳を上回る歴代最年長受賞者となった。
　横浜ＦＭはＪリーグアウォーズの3日前に
行われたリーグ戦の最終節で優勝を逃し、
惜しくも準優勝に甘んじた。それでも全34節
中、最多の18節で首位に立ち、常に4位以
上をキープするなど安定した戦いぶり。その
チームにあって、中村のリーダーとしての活

　今シーズンのＪリーグを締めくくる「２０１３Ｊリーグア
ウォーズ」が12月10日、神奈川県の横浜アリーナで開催
された。２０１３シーズンに輝かしい足跡を残した選手
や監督、クラブ、審判などの功績をたたえて行う表彰式。
華やかなスポットライトを浴びたステージ上にヒーローた
ちが姿を現すと、詰め掛けたファン・サポーターが大きな
拍手と歓声で祝福した。最優秀選手賞には横浜Ｆ・マ
リノスのMF中村俊輔が選ばれた。

中村俊輔（横浜ＦＭ）が最優秀選手賞
13年ぶりの栄誉。2度の受賞は史上初

「2013Ｊリーグアウォーズ」受賞一覧 （丸数字は受賞回数）
最優秀選手賞
 （GK）

 （DF）

ベストイレブン 
 （MF）

 （FW）

得点王
ベストヤングプレーヤー賞
最優秀ゴール賞（新設）
フェアプレー賞 高円宮杯
フェアプレー賞（J１）

フェアプレー賞（J２）

フェアプレー個人賞
最優秀監督賞
最優秀主審賞

Ｊリーグベストピッチ賞

功労選手賞
最優秀育成クラブ賞

中村 俊輔（横浜ＦＭ、②）
西川 周作（広島、②）
那須 大亮（浦和、初）／森重 真人（Ｆ東京、初）
中澤 佑二（横浜ＦＭ、⑥）

中村 俊輔（横浜ＦＭ、③）／山口 螢（Ｃ大阪、初）
柿谷 曜一朗（Ｃ大阪、初）／青山 敏弘（広島、②）

大迫 勇也（鹿島、初）／大久保 嘉人（川崎Ｆ、初）
川又 堅碁（新潟、初）

大久保 嘉人（川崎Ｆ、初）
南野 拓実（Ｃ大阪）
柿谷 曜一朗（Ｃ大阪、初）
サンフレッチェ広島 ③
ベガルタ仙台 初（Ｊ２で②）
ガンバ大阪 初（Ｊ１で①、高円宮杯②）／松本山雅ＦＣ 初
ヴィッセル神戸 初（Ｊリーグで高円宮杯①）／ファジアーノ岡山 初

柿谷 曜一朗（Ｃ大阪、初）／佐藤 寿人（広島、③）
森保 一（広島、②）
西村 雄一 ⑤ 最優秀副審賞 相樂 亨 ⑥
キンチョウスタジアム ②／ＩＡＩスタジアム日本平 ⑦
埼玉スタジアム２００２ ③／東北電力ビッグスワンスタジアム ④

中山 雅史／土肥 洋一／服部 公太
セレッソ大阪

 3月 第2 節 中村 俊輔（横浜ＦＭ） 3月 9日 vs 清水 得点時間：8
 4月 第 8 節 柴崎 岳（鹿島） 4月 27日 vs 新潟 得点時間：6
 5月 第13節 柿谷 曜一朗（Ｃ大阪） 5月 25日 vs 名古屋 得点時間：67
 7月 第16節 齋藤 学（横浜ＦＭ） 7月 13日 vs 大宮 得点時間：36
 8月 第21節 中村 俊輔（横浜ＦＭ） 8月 17日 vs Ｆ東京 得点時間：89
 9月 第27節 佐藤 寿人（広島） 9月 28日 vs 鳥栖 得点時間：23
 10月 第30節 中村 俊輔（横浜ＦＭ） 10月 27日 vs 大分 得点時間：45
 11月 第33節 柿谷 曜一朗（Ｃ大阪） 11月 30日 vs 鹿島 得点時間：38
 12月 第34節 石原 直樹（広島） 12月 7日 vs 鹿島 得点時間：35

最優秀選手賞のプレゼンターを務めた佐藤真海さん（右）と中村。スピーチ
では「素直にうれしい」「感謝の気持ち」と受賞の感想を述べた

各賞の表彰を前にあいさつを行う大東チェアマン

最優秀監督賞はデジタル一眼レフカメラが副賞の一つに。受賞した森保監督
（左）は、最後まで諦めずに戦い続けた選手たちをたたえたＪリーグ杯（優勝銀皿）、チャンピオンフラッグを携え、晴れやかな表情でステージ上に勢ぞろいした広島の面々

最優秀選手賞の副賞、ゴールデンボールトロフィーを掲げる中村。シーズンを通して存在感が際立っていた

チャレンジを進めていく」と力強くスピーチ。フ
ァン・サポーター、パートナー各社、メディア
関係者に1年間の感謝を述べた。
　ジョン・カビラ、石山愛子の両氏というおな
じみの司会コンビがテンポよくセレモニーを
進行し、今シーズンのＪリーグを彩った「顔」
ともいうべき選手らが、次々に表彰された。
受賞者は晴れやかな表情でステージに立ち、

躍は出色だった。正確なキックを生かしたFK
やCKのセットプレーで数多くの得点を演出
し、リーグ戦での10得点は自身の1シーズン
最多。一方、体を張ったボール奪取など、献
身的な守備も披露。「この賞に恥じぬようい
いプレーをし続けて、サッカー界に少しでも貢
献できたら」という、13年前の受賞時の言葉
で、スピーチを締めくくった。

ベストイレブン初選出は7人
　ベストイレブンは、今シーズンのＪ１で17
試合以上に出場した選手が対象となる優秀
選手賞を受賞した32人の中から、選考委員
会が決定した。初選出は12年と同じく7人。
今シーズンは日本人選手が得点ランキング

の上位を占める活躍を見せたことを反映し、
得点王のFW大久保嘉人（川崎Ｆ）、得点ラ
ンキング2位のFW川又堅碁（アルビレックス
新潟）、同3位のMF柿谷曜一朗（セレッソ
大阪）、同5位タイのFW大迫勇也（鹿島
アントラーズ）がうれしい初受賞となった。
また、11人が日本人選手によって占められた
のは、09年以来2度目。11人の中で最多受
賞はDF中澤佑二（横浜ＦＭ）の6度で、5年
ぶりの受賞となった。チームメートの中村は、
2000年に続く最優秀選手賞とのダブル受
賞。Ｊ１優勝の広島からは、GK西川周作、
MF青山敏弘が、共に2年連続となった。
　Ｊ１で26ゴールをマークした大久保は、初
の得点王。Ｊ１では、これまで自己最多だった

2013シーズン Ｊ１リーグ戦 月間ベストゴール

得点王に輝いた大久保はコンスタントにゴールを決めてチームを3位に押し上げた

新設の最優秀ゴール賞は柿谷（左）が獲得。「キャプテン翼」でおなじ
みの漫画家、高橋陽一氏がプレゼンターを務めた

優秀選手賞の受賞者には副賞としてビッグマック1年分。
浦和のMF阿部勇樹（左）が32人を代表して受け取った

副賞の高級腕時計を手にするベストヤングプレーヤー賞の
南野（左）。今シーズンはリーグ戦で初得点もマーク

※功労賞、功労審判員賞は該当者なし

※6月はＪ１開催なし
※　　　は最終ノミネートゴール
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２００３シーズンの16ゴールを大きく上回る
活躍で、チームの3位躍進に貢献。「素晴ら
しい賞に恥じないように、もっともっと努力し
て素晴らしいプレーを見せられるようにした
い」と、気持ちを新たにした。
　1992年4月2日以降生まれで、Ｊ１出場
17試合以上が対象となるベストヤングプレ
ーヤー賞は、FW南野拓実（Ｃ大阪）の手に。
前シーズンの3試合（無得点）から29試合
（5得点）と、出場機会を大幅に増やした。

柿谷が3部門で受賞
　最優秀監督賞は、広島をＪ１で2連覇に
導いた森保監督が手にした。「また、このよう
な素晴らしい舞台に立てるよう、クラブ一丸と

なって来年も戦いたい」と抱負を語った。
　今シーズンから設けられた最優秀ゴール賞
を獲得したのは柿谷。ファン・サポーターの
投票を基に選出されたリーグ戦の月間ベスト
ゴールから、最終ノミネートとなる5ゴールを決
定。その中から、柿谷が第33節の対鹿島で
決めた得点が、選考委員会で決定した。柿
谷は同賞とベストイレブンに加え、フェアプレ
ー個人賞も獲得。原則としてＪ１で警告・退
場処分がなかった選手が対象となり、「昨年、
（佐藤）寿人さんがフェアプレー賞をもらった
時に、僕も来年もらいたいと思った」と話し
た。その佐藤は、ことしで歴代最多となる3
度目の受賞となった。
　リーグ戦で反則ポイントが34以下のクラブ

に与えられるフェアプレー賞（Ｊ１）は、広島と
ベガルタ仙台。最も反則ポイントが少なかった
広島には、ＪＦＡ名誉総裁の高円宮妃殿下
より高円宮杯が授与された。反則ポイントが
42以下のフェアプレー賞（Ｊ２）は、ガンバ
大阪、松本山雅ＦＣ、ヴィッセル神戸、ファジ
アーノ岡山が受賞した。
　最優秀主審賞、同副審賞は、それぞれ西村
雄一氏が5年連続5度目、相樂 亨氏が5年
連続で最多となる6度目。Ｊリーグベストピッ
チ賞は4スタジアム。中山雅史、土肥洋一、
服部公太の3氏が功労選手賞の表彰を受け
た。最優秀育成クラブ賞には、ベストイレブン
の柿谷、MF山口 螢、ベストヤングプレーヤー
賞の南野らを輩出したＣ大阪が選ばれた。

東日本大震災、フィリピン台風の被災地支援活動
の原資となる募金活動を実施

普段は間近で見ることができないＪリーグ杯（優
勝銀皿）など各種表彰カップを展示

Ｊリーグのオフィシャルパートナーによる展示、プレ
ゼントなども行われた

コンコースではさまざまな催し。今シーズンのＪ１・
Ｊ２全試合の写真も展示された

２０１３Ｊリーグアウォーズの会場となった横浜アリーナ。小雨の降る中、熱心なファン・
サポーターが早くから詰め掛けて開場を待った

最優秀主審賞を5年連続して
受賞した西村氏

最優秀育成クラブ賞の副賞が河野俊嗣 宮崎県知
事（右）からＣ大阪の岡野雅夫 代表取締役社長へ

相樂氏は最優秀副審賞を歴代
最多となる6度受賞

功労選手賞の表彰を受けた、左から服部、土肥、中山の各氏。長年に
わたるＪリーグ、日本サッカーへの多大な貢献が認められた

高円宮妃殿下（右）よりフェアプレー賞 高円宮杯
を授けられた広島の森保監督

Ｊ２Most Exciting Playerに選ばれた遠藤
（左）。見事に1年でＧ大阪をＪ１復帰に導いた

盛岡にＪ３入会承認を伝える
Ｊリーグの大東チェアマン

　Ｊリーグアウォーズのオープニングに先立ち、サポータース
テージショーが行われた。サポーター投票によって事前に選
ばれた「Ｊ２ Exciting 22」（各Ｊ２クラブから1名ずつ選出）
の22選手が登場。その中から当日の来場者投票によって
決定した「Ｊ２ Most 
Exciting Player」に、
ガンバ大阪のMF遠藤
保仁が輝いた。
　また、Ｊ２最優秀ゴール
賞には東京ヴェルディの
19歳のMF中島翔哉が
第35節の対ザスパク
サツ群馬で決めた得点
が選ばれた。

フェアプレー個人賞の佐藤（右）と柿谷。相手を思い
やり、敬意を払うことを心掛けているという

サポーターステージショー

Ｊ３リーグ 大会名称および
リーグロゴについて

２０１４Ｊ３リーグ 大会方式および試合方式について

《試合方式および勝敗の決定》 90分間（前後半各45分）の試合を行い、勝敗が決しない場合は引き分けとする。
《勝点》 勝利：3点、引き分け：1点、敗戦：0点
《年間順位の決定》 リーグ戦が終了した時点で、勝点合計の多いチームを上位とし、順位を決定する。

ただし、勝点が同じ場合は、以下の順によって順位を決定する。
①得失点差　②総得点数　③当該チーム間の対戦成績（イ：勝点、ロ：得失点差、ハ：総得点数）　④反則ポイント　⑤抽選
※抽選は、Ｊ２昇格チームの決定など、理事会が必要と判断した場合のみ実施される。

● Ｊ２は下位2クラブ（21位、22位）を降格対象とし、1クラブ（22位）は自動降格、1クラブ（21位）は入れ替え戦へ出場。
● Ｊ３は上位2クラブを昇格対象とし、1クラブ（1位）は自動昇格、1クラブ（2位）は入れ替え戦へ出場。
● 入れ替え戦に勝利したクラブが翌シーズン、Ｊ２に所属する。
● ＪＦＡ／ＪリーグＵ－２２選抜チーム（仮）はＪ２昇格対象外となる。
● ただし、Ｊ３上位2クラブがＪ２ライセンスを保有していない場合は、以下の通りとなる。
 ・Ｊ３ 1位クラブがＪ２ライセンスを保有していない場合は、自動入れ替えは行わず、Ｊ２ 22位とＪ３ 2位が入れ替え戦を行う。
 ・Ｊ３ 2位クラブがＪ２ライセンスを保有していない場合は、Ｊ２ 22位とＪ３ 1位の自動入れ替えを行い、入れ替え戦は開催しない。
● Ｊ３リーグ1位、2位のクラブにＪ２ライセンスが付与されていない場合は、3位以下の繰り上げはない。
● ＪＦＡ／ＪリーグＵ－２２選抜チーム（仮）がＪ３ 1位または2位の場合は、以下の通りとする。
 ①ＪＦＡ／ＪリーグＵ－２２選抜チーム（仮）がＪ３ 1位の場合
  ・Ｊ２ 22位クラブはＪ３に降格し、Ｊ３ 2位クラブがＪ２に昇格する。
  ・Ｊ２ 21位クラブとＪ３ 3位クラブが入れ替え戦を行う。
 ②ＪＦＡ／ＪリーグＵ－２２選抜チーム（仮）がＪ３ 2位の場合
  ・Ｊ２ 22位クラブはＪ３に降格し、Ｊ３ 1位クラブがＪ２に昇格する。
  ・Ｊ２ 21位クラブとＪ３ 3位クラブが入れ替え戦を行う。
● ＪＦＡ／ＪリーグＵ－２２選抜チーム（仮）以外のＪ３ 1位、2位クラブまたは3位クラブがＪ２ライセンスを保有していない場合は、当該クラブは入れ替えの対象とならない。
この場合、Ｊ３ 4位以下のクラブが繰り上がることはない。

※表彰については決定次第発表

■大会名称 Ｊ３リーグ（略称：Ｊ３）
■大会ロゴ

【参考】Ｊ３参入決定クラブ※2013年12月17日現在
• グルージャ盛岡 • ブラウブリッツ秋田
• 福島ユナイテッドＦＣ • ＦＣ町田ゼルビア
• Ｙ．Ｓ．Ｃ．Ｃ．横浜 • ＳＣ相模原 
• ＡＣ長野パルセイロ • ツエーゲン金沢
• 藤枝ＭＹＦＣ • ガイナーレ鳥取
• ＦＣ琉球 • ＪＦＡ／Ｊリーグ Ｕ－２２選抜チーム（仮称）

【参考】

　Ｊリーグは、Ｊ３リーグの大会名称とリーグロゴを下記の通り決定した。

　Ｊリーグは、２０１４ Ｊ３リーグの大会方式および試合方式を下記の通り決定した。

Ｊ１ Ｊリーグディビジョン１ Ｊリーグ Ｊ１リーグ戦
Ｊ２ Ｊリーグディビジョン２ Ｊリーグ Ｊ２リーグ戦
Ｊ３ Ｊ３リーグ Ｊ３リーグ

正式名称 大会名称

Ｊリーグ入会審査（Ｊ３）結果について
　Ｊリーグは、12月2日に開催した臨時理事会で、Ｊ３入会を申請してい
たグルージャ盛岡に対し、下記の通りＪリーグへの入会を承認した。審査
結果およびクラブの概要は、下記の通り。

グルージャ盛岡

法 人 名

岩手県盛岡市肴町4-20 永卯ビル2F所 在 地
2009年4月10日設 立

東北社会人サッカーリーグ1部
盛岡市

所属リーグ
ホームタウン

盛岡南公園球技場ホームスタジアム

株式会社いわてアスリートクラブ
代表取締役社長：臼井 康雄

２０１４Ｊ３リーグ 大会方式および試合方式について

主 　 　 催

（敬称略）

■Ｊ３への入会を申請し、承認

【Ｊ２・Ｊ３の入れ替え】

●Ｊ３クラブは、シーズンを通して3 人以上のプロ契約選手を保有することとする。
●Ｊ３クラブが保有できる外国籍選手は2 人まで。ただし、Ｊリーグ提携国の国籍を有する選手 1 人に限り、追加登録可能とする。

【参考：Ｊ３クラブの選手登録について】

公益財団法人 日本サッカー協会／公益社団法人 日本プロサッカーリーグ

名 　 　 称 ２０１４Ｊ３リーグ

大 会 方 式 3回戦総当たりリーグ戦（ホーム＆アウェイ＋ホーム or アウェイ） 全33節／198試合
開 催 期 間 3月9日（日）～11月23日（日・祝）
試 合 会 場 原則として各クラブのホームスタジアム  ※ＪＦＡ／Ｊリーグ Ｕ－２２選抜（仮称）はホームゲームを開催せず、対戦チームのホームゲームとして試合を行う。

試合エントリー 1チーム16人以内 （外国籍選手は2人まで。ただし、Ｊリーグ提携国の国籍を有する選手1人に限り、追加エントリー可）
選 手 交 代 試合中の選手の交代は5人以内とする。
警 告 の 累 積 Ｊ３リーグにおいて警告累積が4回に達した場合、同大会の直近の試合が出場停止となる。
出場資格登録期限 2014年9月19日（金）

開 催 概 要

トピックス（11月20日～12月17日）
※各項目の詳細については、Ｊリーグ公式ホームページ
　（http://www.j-league.or.jp）を参照
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２００３シーズンの16ゴールを大きく上回る
活躍で、チームの3位躍進に貢献。「素晴ら
しい賞に恥じないように、もっともっと努力し
て素晴らしいプレーを見せられるようにした
い」と、気持ちを新たにした。
　1992年4月2日以降生まれで、Ｊ１出場
17試合以上が対象となるベストヤングプレ
ーヤー賞は、FW南野拓実（Ｃ大阪）の手に。
前シーズンの3試合（無得点）から29試合
（5得点）と、出場機会を大幅に増やした。

柿谷が3部門で受賞
　最優秀監督賞は、広島をＪ１で2連覇に
導いた森保監督が手にした。「また、このよう
な素晴らしい舞台に立てるよう、クラブ一丸と

なって来年も戦いたい」と抱負を語った。
　今シーズンから設けられた最優秀ゴール賞
を獲得したのは柿谷。ファン・サポーターの
投票を基に選出されたリーグ戦の月間ベスト
ゴールから、最終ノミネートとなる5ゴールを決
定。その中から、柿谷が第33節の対鹿島で
決めた得点が、選考委員会で決定した。柿
谷は同賞とベストイレブンに加え、フェアプレ
ー個人賞も獲得。原則としてＪ１で警告・退
場処分がなかった選手が対象となり、「昨年、
（佐藤）寿人さんがフェアプレー賞をもらった
時に、僕も来年もらいたいと思った」と話し
た。その佐藤は、ことしで歴代最多となる3
度目の受賞となった。
　リーグ戦で反則ポイントが34以下のクラブ

に与えられるフェアプレー賞（Ｊ１）は、広島と
ベガルタ仙台。最も反則ポイントが少なかった
広島には、ＪＦＡ名誉総裁の高円宮妃殿下
より高円宮杯が授与された。反則ポイントが
42以下のフェアプレー賞（Ｊ２）は、ガンバ
大阪、松本山雅ＦＣ、ヴィッセル神戸、ファジ
アーノ岡山が受賞した。
　最優秀主審賞、同副審賞は、それぞれ西村
雄一氏が5年連続5度目、相樂 亨氏が5年
連続で最多となる6度目。Ｊリーグベストピッ
チ賞は4スタジアム。中山雅史、土肥洋一、
服部公太の3氏が功労選手賞の表彰を受け
た。最優秀育成クラブ賞には、ベストイレブン
の柿谷、MF山口 螢、ベストヤングプレーヤー
賞の南野らを輩出したＣ大阪が選ばれた。

東日本大震災、フィリピン台風の被災地支援活動
の原資となる募金活動を実施

普段は間近で見ることができないＪリーグ杯（優
勝銀皿）など各種表彰カップを展示

Ｊリーグのオフィシャルパートナーによる展示、プレ
ゼントなども行われた

コンコースではさまざまな催し。今シーズンのＪ１・
Ｊ２全試合の写真も展示された

２０１３Ｊリーグアウォーズの会場となった横浜アリーナ。小雨の降る中、熱心なファン・
サポーターが早くから詰め掛けて開場を待った

最優秀主審賞を5年連続して
受賞した西村氏

最優秀育成クラブ賞の副賞が河野俊嗣 宮崎県知
事（右）からＣ大阪の岡野雅夫 代表取締役社長へ

相樂氏は最優秀副審賞を歴代
最多となる6度受賞

功労選手賞の表彰を受けた、左から服部、土肥、中山の各氏。長年に
わたるＪリーグ、日本サッカーへの多大な貢献が認められた

高円宮妃殿下（右）よりフェアプレー賞 高円宮杯
を授けられた広島の森保監督

Ｊ２Most Exciting Playerに選ばれた遠藤
（左）。見事に1年でＧ大阪をＪ１復帰に導いた

盛岡にＪ３入会承認を伝える
Ｊリーグの大東チェアマン

　Ｊリーグアウォーズのオープニングに先立ち、サポータース
テージショーが行われた。サポーター投票によって事前に選
ばれた「Ｊ２ Exciting 22」（各Ｊ２クラブから1名ずつ選出）
の22選手が登場。その中から当日の来場者投票によって
決定した「Ｊ２ Most 
Exciting Player」に、
ガンバ大阪のMF遠藤
保仁が輝いた。
　また、Ｊ２最優秀ゴール
賞には東京ヴェルディの
19歳のMF中島翔哉が
第35節の対ザスパク
サツ群馬で決めた得点
が選ばれた。

フェアプレー個人賞の佐藤（右）と柿谷。相手を思い
やり、敬意を払うことを心掛けているという

サポーターステージショー

Ｊ３リーグ 大会名称および
リーグロゴについて

２０１４Ｊ３リーグ 大会方式および試合方式について

《試合方式および勝敗の決定》 90分間（前後半各45分）の試合を行い、勝敗が決しない場合は引き分けとする。
《勝点》 勝利：3点、引き分け：1点、敗戦：0点
《年間順位の決定》 リーグ戦が終了した時点で、勝点合計の多いチームを上位とし、順位を決定する。

ただし、勝点が同じ場合は、以下の順によって順位を決定する。
①得失点差　②総得点数　③当該チーム間の対戦成績（イ：勝点、ロ：得失点差、ハ：総得点数）　④反則ポイント　⑤抽選
※抽選は、Ｊ２昇格チームの決定など、理事会が必要と判断した場合のみ実施される。

● Ｊ２は下位2クラブ（21位、22位）を降格対象とし、1クラブ（22位）は自動降格、1クラブ（21位）は入れ替え戦へ出場。
● Ｊ３は上位2クラブを昇格対象とし、1クラブ（1位）は自動昇格、1クラブ（2位）は入れ替え戦へ出場。
● 入れ替え戦に勝利したクラブが翌シーズン、Ｊ２に所属する。
● ＪＦＡ／ＪリーグＵ－２２選抜チーム（仮）はＪ２昇格対象外となる。
● ただし、Ｊ３上位2クラブがＪ２ライセンスを保有していない場合は、以下の通りとなる。
 ・Ｊ３ 1位クラブがＪ２ライセンスを保有していない場合は、自動入れ替えは行わず、Ｊ２ 22位とＪ３ 2位が入れ替え戦を行う。
 ・Ｊ３ 2位クラブがＪ２ライセンスを保有していない場合は、Ｊ２ 22位とＪ３ 1位の自動入れ替えを行い、入れ替え戦は開催しない。
● Ｊ３リーグ1位、2位のクラブにＪ２ライセンスが付与されていない場合は、3位以下の繰り上げはない。
● ＪＦＡ／ＪリーグＵ－２２選抜チーム（仮）がＪ３ 1位または2位の場合は、以下の通りとする。
 ①ＪＦＡ／ＪリーグＵ－２２選抜チーム（仮）がＪ３ 1位の場合
  ・Ｊ２ 22位クラブはＪ３に降格し、Ｊ３ 2位クラブがＪ２に昇格する。
  ・Ｊ２ 21位クラブとＪ３ 3位クラブが入れ替え戦を行う。
 ②ＪＦＡ／ＪリーグＵ－２２選抜チーム（仮）がＪ３ 2位の場合
  ・Ｊ２ 22位クラブはＪ３に降格し、Ｊ３ 1位クラブがＪ２に昇格する。
  ・Ｊ２ 21位クラブとＪ３ 3位クラブが入れ替え戦を行う。
● ＪＦＡ／ＪリーグＵ－２２選抜チーム（仮）以外のＪ３ 1位、2位クラブまたは3位クラブがＪ２ライセンスを保有していない場合は、当該クラブは入れ替えの対象とならない。
この場合、Ｊ３ 4位以下のクラブが繰り上がることはない。

※表彰については決定次第発表

■大会名称 Ｊ３リーグ（略称：Ｊ３）
■大会ロゴ

【参考】Ｊ３参入決定クラブ※2013年12月17日現在
• グルージャ盛岡 • ブラウブリッツ秋田
• 福島ユナイテッドＦＣ • ＦＣ町田ゼルビア
• Ｙ．Ｓ．Ｃ．Ｃ．横浜 • ＳＣ相模原 
• ＡＣ長野パルセイロ • ツエーゲン金沢
• 藤枝ＭＹＦＣ • ガイナーレ鳥取
• ＦＣ琉球 • ＪＦＡ／Ｊリーグ Ｕ－２２選抜チーム（仮称）

【参考】

　Ｊリーグは、Ｊ３リーグの大会名称とリーグロゴを下記の通り決定した。

　Ｊリーグは、２０１４ Ｊ３リーグの大会方式および試合方式を下記の通り決定した。

Ｊ１ Ｊリーグディビジョン１ Ｊリーグ Ｊ１リーグ戦
Ｊ２ Ｊリーグディビジョン２ Ｊリーグ Ｊ２リーグ戦
Ｊ３ Ｊ３リーグ Ｊ３リーグ

正式名称 大会名称

Ｊリーグ入会審査（Ｊ３）結果について
　Ｊリーグは、12月2日に開催した臨時理事会で、Ｊ３入会を申請してい
たグルージャ盛岡に対し、下記の通りＪリーグへの入会を承認した。審査
結果およびクラブの概要は、下記の通り。

グルージャ盛岡

法 人 名

岩手県盛岡市肴町4-20 永卯ビル2F所 在 地
2009年4月10日設 立

東北社会人サッカーリーグ1部
盛岡市

所属リーグ
ホームタウン

盛岡南公園球技場ホームスタジアム

株式会社いわてアスリートクラブ
代表取締役社長：臼井 康雄

２０１４Ｊ３リーグ 大会方式および試合方式について

主 　 　 催

（敬称略）

■Ｊ３への入会を申請し、承認

【Ｊ２・Ｊ３の入れ替え】

●Ｊ３クラブは、シーズンを通して3 人以上のプロ契約選手を保有することとする。
●Ｊ３クラブが保有できる外国籍選手は2 人まで。ただし、Ｊリーグ提携国の国籍を有する選手 1 人に限り、追加登録可能とする。

【参考：Ｊ３クラブの選手登録について】

公益財団法人 日本サッカー協会／公益社団法人 日本プロサッカーリーグ

名 　 　 称 ２０１４Ｊ３リーグ

大 会 方 式 3回戦総当たりリーグ戦（ホーム＆アウェイ＋ホーム or アウェイ） 全33節／198試合
開 催 期 間 3月9日（日）～11月23日（日・祝）
試 合 会 場 原則として各クラブのホームスタジアム  ※ＪＦＡ／Ｊリーグ Ｕ－２２選抜（仮称）はホームゲームを開催せず、対戦チームのホームゲームとして試合を行う。

試合エントリー 1チーム16人以内 （外国籍選手は2人まで。ただし、Ｊリーグ提携国の国籍を有する選手1人に限り、追加エントリー可）
選 手 交 代 試合中の選手の交代は5人以内とする。
警 告 の 累 積 Ｊ３リーグにおいて警告累積が4回に達した場合、同大会の直近の試合が出場停止となる。
出場資格登録期限 2014年9月19日（金）

開 催 概 要

トピックス（11月20日～12月17日）
※各項目の詳細については、Ｊリーグ公式ホームページ
　（http://www.j-league.or.jp）を参照
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反則ポイントの年間合計数が102ポイントを超えた場合、当該Ｊクラブに対し、以下の通り反則金を科すものとする。
103ポイント以上112ポイント以下 40万円
113ポイント以上122ポイント以下 60万円
123ポイント以上132ポイント以下  80万円
133ポイント以上142ポイント以下  100万円

143ポイント以上152ポイント以下 150万円
153ポイント以上162ポイント以下 200万円
163ポイント以上172ポイント以下 250万円
173ポイント以上 300万円

＊印のクラブのポイントには、次の停止試合数が含まれる。
・退場および退席に伴うベンチ入り停止試合数
・最終節の退場処分により未消化の停止試合数

Ｊ1

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
12
14
15
16
17
18

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

サンフレッチェ広島
ベガルタ仙台
川崎フロンターレ
浦和レッズ
横浜Ｆ・マリノス
サガン鳥栖
アルビレックス新潟
セレッソ大阪
ＦＣ東京
ジュビロ磐田
大分トリニータ
鹿島アントラーズ
柏レイソル
ヴァンフォーレ甲府
大宮アルディージャ
名古屋グランパス
湘南ベルマーレ
清水エスパルス
合計

¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0

¥600,000
¥600,000

32
39
45
46
48
50
55
49
53
56
57
51
56
50
44
61
58
65
915

2
5
8
5
8
9
3
7
6
5
11
7
3
7
10
8
5
7

116

異議・
遅延
行為

1
0
0
0
0
0
4
1
0
0
0
2
1
1
3
1
3
5
22

0
0
1
1
1
1
0
1
0
1
0
0
0
4
4
1
2
1
18

3
4
3
5
8
6
8
6
6
5
7
8
7
9
13
9
12
15
134

16
9
9
10
12
8
9
6
5
5
8
6
5
8
8
5
4
2

135

-0.12
0.85
1.12
1.15
1.38
1.65
1.74
1.76
1.82
1.88
1.91
1.94
1.94
2.15
2.47
2.50
2.82
3.50
1.80

-4
29
38
39
47
56
59
60
62
64
65
66
66
73
84
85
96
119
1,104

順位 クラブ 反則金 警告

34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34

試合数反則
ポイント

警告2回
による
退場

警告2回
による
退場

退場
停止
試合
数

1試合
平均
ポイント

警告・
退場無
試合数

　Ｊリーグは毎シーズン、アンフェアなプレーによる反則ポイントが多いクラブに対し、Ｊリーグ規約に基づき、反則金を科している。今シーズンは、下記
のようにＪ１の1クラブ、Ｊ２の2クラブがその対象となった（参考：２０１２シーズン Ｊ１・4クラブ／Ｊ２・5クラブ）。これは、Ｊリーグ規約第11章『制裁』
第157条〔アンフェアなプレーに対する反則金〕および第158条〔反則ポイントの計算方法〕に基づく措置となる。

【注】グループ分けが未定の日本の3チーム（第93回天皇杯全日本サッカー選手権大会優勝チーム、横浜ＦＭ、川崎Ｆ）は、大会レギュレー
ションに基づき、天皇杯の結果によって下記のように組み分けられる。リーグ戦優勝の広島は、天皇杯の結果にかかわらず第1代表が確定。

1） 広島、または横浜ＦＭが天皇杯で優勝した場合／グループE：Ｃ大阪、グループG：横浜ＦＭ、グループH：川崎Ｆ
2） 川崎Ｆが天皇杯で優勝した場合／グループE：Ｃ大阪、グループG：川崎Ｆ、グループH：横浜ＦＭ
3） 広島、横浜ＦＭ、川崎Ｆの3チーム以外が天皇杯で優勝した場合／グループE：川崎Ｆ、グループG：天皇杯優勝チーム、グループH：横浜ＦＭ

２０１５シーズン以降のＪ１リーグ戦大会方式について

反則ポイントの年間合計数が126ポイントを超えた場合、当該Ｊクラブに対し、以下の通り反則金を科すものとする。
127ポイント以上136ポイント以下 40万円
137ポイント以上146ポイント以下 60万円
147ポイント以上156ポイント以下 80万円
157ポイント以上166ポイント以下 100万円

167ポイント以上 150万円

1
2
2
4
5
6
7
8
9
10
10
12
12
14
15
16
17
18
19
20
21
22

＊

＊
＊

＊

ガンバ大阪
松本山雅ＦＣ
ヴィッセル神戸
ファジアーノ岡山
モンテディオ山形
京都サンガF.C.
カターレ富山
ギラヴァンツ北九州
水戸ホーリーホック
ジェフユナイテッド千葉
徳島ヴォルティス
愛媛ＦＣ
ロアッソ熊本
横浜ＦＣ
V・ファーレン長崎
栃木ＳＣ
東京ヴェルディ
コンサドーレ札幌
ガイナーレ鳥取
ＦＣ岐阜
ザスパクサツ群馬
アビスパ福岡
合計

¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0

¥400,000
¥1,500,000
¥1,900,000

44
45
42
53
61
61
60
59
57
63
62
65
65
65
66
69
69
71
80
81
77
120
1,435

7
6
8
4
4
3
7
10
5
9
13
11
3
3
13
14
9
11
12
8
10
14
184

異議・
遅延
行為

0
1
2
1
1
2
3
2
2
2
2
2
1
0
3
2
1
4
2
8
4
3
48

0
2
2
0
0
0
0
1
4
1
1
1
1
2
2
1
2
1
1
0
3
4
29

4
5
6
7
8
12
9
10
16
12
12
9
14
12
12
10
12
14
12
17
18
32
263

16
14
15
13
10
11
8
7
12
8
9
5
7
5
9
6
6
7
7
8
6
2

191

0.36
0.74
0.74
0.95
1.43
1.64
1.74
1.98
2.10
2.12
2.12
2.21
2.21
2.26
2.31
2.38
2.45
2.62
2.67
2.95
3.24
5.69
2.13

15
31
31
40
60
69
73
83
88
89
89
93
93
95
97
100
103
110
112
124
136
239
1,970

順位 クラブ 反則金 警告

42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42

試合数反則
ポイント 退場

停止
試合
数

1試合
平均
ポイント

警告・
退場無
試合数

Ｊ２

2014年度（平成26年度）収支予算について
　Ｊリーグは12月11日に開催した総会で、2014年度
（平成26年度）の公益社団法人 日本プロサッカーリーグ
の収支予算を承認した。

　Ｊリーグは、２０１５シーズン以降のＪ１リーグ戦の大会方式を下記の通り決定した。9月17日の発表時から内容が変更となった。なお、チャンピオン
シップの大会方式など、未定の部分については決定次第、発表する。  Ⅰ  一般正味財産増減の部

  １. 経常増減の部
   （1） 経常収益
    基本財産運用益
    受取入会金
    受取会費
    協賛金収益
    Ｊリーグ主管試合入場料収益
    放送権料収益
    商品化権料収益
    その他
    経常収益計
   （2） 経常費用
    ① 事業費
     リーグ運営経費
     クラブへの配分金
     その他
    ② 管理費
    経常費用計
   当期経常増減額
  2. 経常外増減の部
   （1） 経常外収益
   （2） 経常外費用
  当期経常外増減額
  当期一般正味財産増減額
  一般正味財産期首残高
  一般正味財産期末残高
Ⅱ 指定正味財産増減の部
   指定正味財産期首残高
   指定正味財産期末残高
Ⅲ 正味財産期末残高

0
0

1,171
3,814
270
4,800
545
1,038
11,638

11,280
2,680
6,809
1,790
　328
11,608
30

0
0
0
30

1,693
1,723

0
0

1,723

0
45
116
0

▲ 70
25
120
68
304

406
▲ 78
257
227
▲ 88
318
▲ 14

60
0
60
46

▲ 186
▲ 139

12
12

▲ 127

2013予算
（A）

2014予算
（B）

差額
（B－A）

0
45

1,288
3,814
200
4,825
665
1,105
11,943

11,686
2,602
7,066
2,017
240

11,926
17

60
0
60
77

1,507
1,583

12
12

1,596

科 目

※百万円未満を四捨五入。端数調整なし
※2014年度予算は、Ｊ３リーグ分を含む。

単位：百万円

ＡＦＣチャンピオンズリーグ201４ グループステージ組み合わせが決定

２０１５シーズン以降の大会方式および試合方式について（更新）

　アジアサッカー連盟（ＡＦＣ）は12月10
日にマレーシアのクアラルンプールでＡＦＣ
チャンピオンズリーグ（ＡＣＬ）２０１４のオ
フィシャルドロー（組み合わせ抽選会）を行
い、2月25日（火）、26日（水）に始まる予定
のグループステージの組み合わせが右記の
ように決定した。
　日本からすでに出場権を獲得しているの
は、Ｊ１リーグ戦優勝のサンフレッチェ広島、
同2位の横浜Ｆ・マリノス、同3位の川崎
フロンターレ。残る1チームは第93回天皇
杯全日本サッカー選手権大会の優勝チー
ムで、前述の3チームが優勝した場合は、
リーグ戦4位のセレッソ大阪が繰り上げで出
場する。また、天皇杯の結果によって、横浜
ＦＭと川崎Ｆのグループが決定する。

ＡＦＣチャンピオンズリーグ201４グループステージ組み合わせ

【グループA】  エステグラル（イラン）／アルラヤン（カタール）／アルジャジーラ（ＵＡＥ）／アルシャバブ（サウジアラビア）

【グループB】 アルファテ（サウジアラビア）／フーラド・フーゼスタン（イラン）／西地区プレーオフ勝者3－1／ブニョドコル（ウズベキスタン）

【グループC】  アルアイン（ＵＡＥ）／アルイテハド（サウジアラビア）／トラクトールサジ・タブリーズ（イラン）／西地区プレーオフ勝者3－2

【グループD】  アルサッド（カタール）／アルアハリ（ＵＡＥ）／アルヒラル（サウジアラビア）／セパハン（イラン）

【グループＥ】 浦項スティーラーズ（韓国）／ブリーラム・ユナイテッド（タイ）／山東魯能（中国）／リーグ第3位（日本）

【グループF】 サンフレッチェ広島（日本）／セントラルコースト・マリナーズ（オーストラリア）／ＦＣソウル（韓国）／東地区プレーオフ勝者3－1

【グループG】 広州恒大（中国）／　　　　　　　　　　（日本）／全北現代モータース（韓国）／東地区プレーオフ勝者3－2

【グループH】 ウェスタン・シドニー・ワンダラーズ（オーストラリア）／貴州人和（中国）／リーグ第2位（日本）／蔚山現代（韓国）

第93回天皇杯全日本サッカー
選手権大会優勝チーム

＜東アジア＞

＜西アジア＞

　各月のリーグ戦（Ｊ１・Ｊ２）において最も活躍した選手を
表彰する「コカ・コーラ Ｊリーグ月間MVP」の11月・12月度
の受賞選手が決定した。Ｊ１は川崎フロンターレのFW大久
保嘉人、Ｊ２がガンバ大阪のMF宇佐美貴史。受賞したＪ１
選手には賞金30万円、Ｊ２選手には同じく20万円を授
与。選考は当該月のリーグ戦における活躍を対象に、サッカ
ー専門メディアとＪリーグからなる選考委員会で行われる。

11～12月の活躍で川崎Ｆの3位
浮上に大きく貢献した大久保

スーパーステージおよびチャンピオンシップ

1st or 2nd
1位

（年間勝点上位）

年間優勝

年間勝点
3位

1st or 2nd
1位

（年間勝点下位）

年間勝点
2位

スーパーステージ（仮）

チャンピオンシップ（仮）

■大会方式
18クラブによる2ステージ制リーグ戦および、スーパーステージ（仮称）とチャンピオンシップ（仮称）。

〔リーグ戦〕
・各ステージ1回戦総当たりのリーグ戦。
・両ステージでホーム＆アウェイとなる。
・各ステージ17節、153試合（両ステージ合計306試合）。

〔スーパーステージ（仮称）〕
・各ステージの1位チームおよび年間勝点2位、3位チーム（合計4チーム）による、ノッ
クアウト方式のトーナメント戦（1回戦制）。
・1stステージ1位または2ndステージ1位のうち、年間勝点が上位のチームと年間勝
点3位チーム、1stステージ1位または2ndステージ1位のうち、年間勝点が下位の
チームと年間勝点2位チームによる1回戦を行い、1回戦の勝利チームが2回戦に進
出し、スーパーステージの勝利チームを決定する。
・年間勝点1位チームと、スーパーステージ進出対象チームが重複した場合は、年間勝点
1位チームはチャンピオンシップに進出し、スーパーステージには出場しない。
・各ステージの1位チームおよび年間勝点2位、3位チームが重複する場合は、各ス
テージ1位チームがシードされる。
・ただし、スーパーステージ出場権を持ったチームが降格対象となった場合は、参加資
格を失う。
・試合会場はステージ1位チームをホームとする。

〔チャンピオンシップ（仮称）〕
・年間勝点1位のチームと、スーパーステージの勝利チームによる対戦。（試合方式および試合数は検討中。決定次第発表）

■年間順位の決定方法
・チャンピオンシップ勝者を年間優勝チームとし、敗者を2位とする。
・3位以下は、チャンピオンシップ出場チームを除く年間勝点の順位で決定する。（ＡＦＣチャンピオンズリーグには、年間順位上位3チームが出場する）

■Ｊ１・Ｊ２の入れ替えについて
・Ｊ２リーグ戦における1～2位のクラブは、Ｊ１に昇格。
・リーグ戦における3～6位のクラブのうち、Ｊ１ライセンスが付与されているクラブは、Ｊ１昇格プレーオフに出場。勝利クラブ（１クラブ）がＪ１に昇格。
・Ｊ１リーグ戦における16～18位のクラブは、Ｊ２に降格。ただし、Ｊ２リーグ戦における3～6位のクラブのうち、Ｊ１ライセンスが付与されているクラブがない
場合は、Ｊ１昇格プレーオフは開催されず、Ｊ１リーグ戦における16位クラブの降格はなくなり、Ｊ２上位2クラブのみがＪ１に昇格。
・Ｊ２リーグ戦1位、2位のクラブにＪ１ライセンスが付与されていない場合、3位以下の繰り上げはない。

＊リーグ戦の試合会場は原則として各クラブのホームスタジアム
＊賞金については決定次第発表

年間勝点
1位

スーパーステージ
勝利チーム

実行委員選任について
　Ｊリーグは、12月17日に開催した理事会で、アビスパ福岡の実行委員を大塚唯史氏から下田 
功（しもだ いさお）氏へ変更することを承認した。また、Ｊ２入会クラブおよびＪ３入会クラブにつ
いて、以下の実行委員の選任を承認した。

下田 功
アビスパ福岡株式会社
代表取締役専務

大塚 唯史
アビスパ福岡株式会社
代表取締役社長

アビスパ福岡

クラブ名 変更前 変更後

実行委員変更 敬称略

カマタマーレ讃岐
熊野 實（くまの みのる）

株式会社カマタマーレ讃岐 代表取締役社長

実行委員選任（新任）
J２入会クラブ 敬称略

グルージャ盛岡
臼井 康雄（うすい やすお）
株式会社いわてアスリートクラブ

代表取締役社長

ＳＣ相模原
望月 重良（もちづき しげよし）
株式会社スポーツクラブ相模原

代表取締役

ツエーゲン金沢
米沢 寛（よねざわ ひろし）
株式会社ツエーゲン
代表取締役社長

ＡＣ長野パルセイロ
丹羽 洋介（にわ ようすけ）
株式会社長野パルセイロ・
アスレチッククラブ
代表取締役社長

藤枝ＭＹＦＣ
小山 淳（こやま じゅん）
株式会社藤枝ＭＹＦＣ

代表取締役

ＦＣ琉球
下地 良（しもじ りょう）
琉球フットボールクラブ株式会社

代表取締役

ブラウブリッツ秋田
岩瀬 浩介（いわせ こうすけ）
秋田フットボールクラブ株式会社

代表取締役社長

福島ユナイテッドＦＣ
鈴木 勇人（すずき はやと）
株式会社ＡＣ福島ユナイテッド

代表取締役

ＦＣ町田ゼルビア
下川 浩之（しもかわ ひろゆき）

株式会社ゼルビア
代表取締役

Ｙ．Ｓ．Ｃ．Ｃ．横浜
吉野 次郎（よしの じろう）

特定非営利活動法人
横浜スポーツ＆カルチャークラブ

理事長

実行委員選任（新任）J３入会クラブ 敬称略

ブラウブリッツ秋田：12月20日開催予定の臨時株主総会、取締役会での決議を経て、同27日付で代表取締役社長に就任予定

２０１３Ｊリーグ アンフェアなプレーに対する反則金

トピックス（11月20日～12月17日）
※各項目の詳細については、Ｊリーグ公式ホームページ
　（http://www.j-league.or.jp）を参照
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反則ポイントの年間合計数が102ポイントを超えた場合、当該Ｊクラブに対し、以下の通り反則金を科すものとする。
103ポイント以上112ポイント以下 40万円
113ポイント以上122ポイント以下 60万円
123ポイント以上132ポイント以下  80万円
133ポイント以上142ポイント以下  100万円

143ポイント以上152ポイント以下 150万円
153ポイント以上162ポイント以下 200万円
163ポイント以上172ポイント以下 250万円
173ポイント以上 300万円

＊印のクラブのポイントには、次の停止試合数が含まれる。
・退場および退席に伴うベンチ入り停止試合数
・最終節の退場処分により未消化の停止試合数

Ｊ1

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
12
14
15
16
17
18

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

サンフレッチェ広島
ベガルタ仙台
川崎フロンターレ
浦和レッズ
横浜Ｆ・マリノス
サガン鳥栖
アルビレックス新潟
セレッソ大阪
ＦＣ東京
ジュビロ磐田
大分トリニータ
鹿島アントラーズ
柏レイソル
ヴァンフォーレ甲府
大宮アルディージャ
名古屋グランパス
湘南ベルマーレ
清水エスパルス
合計

¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0

¥600,000
¥600,000

32
39
45
46
48
50
55
49
53
56
57
51
56
50
44
61
58
65
915

2
5
8
5
8
9
3
7
6
5
11
7
3
7
10
8
5
7

116

異議・
遅延
行為

1
0
0
0
0
0
4
1
0
0
0
2
1
1
3
1
3
5
22

0
0
1
1
1
1
0
1
0
1
0
0
0
4
4
1
2
1
18

3
4
3
5
8
6
8
6
6
5
7
8
7
9
13
9
12
15
134

16
9
9
10
12
8
9
6
5
5
8
6
5
8
8
5
4
2

135

-0.12
0.85
1.12
1.15
1.38
1.65
1.74
1.76
1.82
1.88
1.91
1.94
1.94
2.15
2.47
2.50
2.82
3.50
1.80

-4
29
38
39
47
56
59
60
62
64
65
66
66
73
84
85
96
119
1,104

順位 クラブ 反則金 警告

34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34

試合数反則
ポイント

警告2回
による
退場

警告2回
による
退場

退場
停止
試合
数

1試合
平均
ポイント

警告・
退場無
試合数

　Ｊリーグは毎シーズン、アンフェアなプレーによる反則ポイントが多いクラブに対し、Ｊリーグ規約に基づき、反則金を科している。今シーズンは、下記
のようにＪ１の1クラブ、Ｊ２の2クラブがその対象となった（参考：２０１２シーズン Ｊ１・4クラブ／Ｊ２・5クラブ）。これは、Ｊリーグ規約第11章『制裁』
第157条〔アンフェアなプレーに対する反則金〕および第158条〔反則ポイントの計算方法〕に基づく措置となる。

【注】グループ分けが未定の日本の3チーム（第93回天皇杯全日本サッカー選手権大会優勝チーム、横浜ＦＭ、川崎Ｆ）は、大会レギュレー
ションに基づき、天皇杯の結果によって下記のように組み分けられる。リーグ戦優勝の広島は、天皇杯の結果にかかわらず第1代表が確定。

1） 広島、または横浜ＦＭが天皇杯で優勝した場合／グループE：Ｃ大阪、グループG：横浜ＦＭ、グループH：川崎Ｆ
2） 川崎Ｆが天皇杯で優勝した場合／グループE：Ｃ大阪、グループG：川崎Ｆ、グループH：横浜ＦＭ
3） 広島、横浜ＦＭ、川崎Ｆの3チーム以外が天皇杯で優勝した場合／グループE：川崎Ｆ、グループG：天皇杯優勝チーム、グループH：横浜ＦＭ

２０１５シーズン以降のＪ１リーグ戦大会方式について

反則ポイントの年間合計数が126ポイントを超えた場合、当該Ｊクラブに対し、以下の通り反則金を科すものとする。
127ポイント以上136ポイント以下 40万円
137ポイント以上146ポイント以下 60万円
147ポイント以上156ポイント以下 80万円
157ポイント以上166ポイント以下 100万円

167ポイント以上 150万円

1
2
2
4
5
6
7
8
9
10
10
12
12
14
15
16
17
18
19
20
21
22

＊

＊
＊

＊

ガンバ大阪
松本山雅ＦＣ
ヴィッセル神戸
ファジアーノ岡山
モンテディオ山形
京都サンガF.C.
カターレ富山
ギラヴァンツ北九州
水戸ホーリーホック
ジェフユナイテッド千葉
徳島ヴォルティス
愛媛ＦＣ
ロアッソ熊本
横浜ＦＣ
V・ファーレン長崎
栃木ＳＣ
東京ヴェルディ
コンサドーレ札幌
ガイナーレ鳥取
ＦＣ岐阜
ザスパクサツ群馬
アビスパ福岡
合計

¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0

¥400,000
¥1,500,000
¥1,900,000

44
45
42
53
61
61
60
59
57
63
62
65
65
65
66
69
69
71
80
81
77
120
1,435

7
6
8
4
4
3
7
10
5
9
13
11
3
3
13
14
9
11
12
8
10
14
184

異議・
遅延
行為

0
1
2
1
1
2
3
2
2
2
2
2
1
0
3
2
1
4
2
8
4
3
48

0
2
2
0
0
0
0
1
4
1
1
1
1
2
2
1
2
1
1
0
3
4
29

4
5
6
7
8
12
9
10
16
12
12
9
14
12
12
10
12
14
12
17
18
32
263

16
14
15
13
10
11
8
7
12
8
9
5
7
5
9
6
6
7
7
8
6
2

191

0.36
0.74
0.74
0.95
1.43
1.64
1.74
1.98
2.10
2.12
2.12
2.21
2.21
2.26
2.31
2.38
2.45
2.62
2.67
2.95
3.24
5.69
2.13

15
31
31
40
60
69
73
83
88
89
89
93
93
95
97
100
103
110
112
124
136
239
1,970

順位 クラブ 反則金 警告

42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42
42

試合数反則
ポイント 退場

停止
試合
数

1試合
平均
ポイント

警告・
退場無
試合数

Ｊ２

2014年度（平成26年度）収支予算について
　Ｊリーグは12月11日に開催した総会で、2014年度
（平成26年度）の公益社団法人 日本プロサッカーリーグ
の収支予算を承認した。

　Ｊリーグは、２０１５シーズン以降のＪ１リーグ戦の大会方式を下記の通り決定した。9月17日の発表時から内容が変更となった。なお、チャンピオン
シップの大会方式など、未定の部分については決定次第、発表する。  Ⅰ  一般正味財産増減の部

  １. 経常増減の部
   （1） 経常収益
    基本財産運用益
    受取入会金
    受取会費
    協賛金収益
    Ｊリーグ主管試合入場料収益
    放送権料収益
    商品化権料収益
    その他
    経常収益計
   （2） 経常費用
    ① 事業費
     リーグ運営経費
     クラブへの配分金
     その他
    ② 管理費
    経常費用計
   当期経常増減額
  2. 経常外増減の部
   （1） 経常外収益
   （2） 経常外費用
  当期経常外増減額
  当期一般正味財産増減額
  一般正味財産期首残高
  一般正味財産期末残高
Ⅱ 指定正味財産増減の部
   指定正味財産期首残高
   指定正味財産期末残高
Ⅲ 正味財産期末残高

0
0

1,171
3,814
270
4,800
545
1,038
11,638

11,280
2,680
6,809
1,790
　328
11,608
30

0
0
0
30

1,693
1,723

0
0

1,723

0
45
116
0

▲ 70
25
120
68
304

406
▲ 78
257
227
▲ 88
318
▲ 14

60
0
60
46

▲ 186
▲ 139

12
12

▲ 127

2013予算
（A）

2014予算
（B）

差額
（B－A）

0
45

1,288
3,814
200
4,825
665
1,105
11,943

11,686
2,602
7,066
2,017
240

11,926
17

60
0
60
77

1,507
1,583

12
12

1,596

科 目

※百万円未満を四捨五入。端数調整なし
※2014年度予算は、Ｊ３リーグ分を含む。

単位：百万円

ＡＦＣチャンピオンズリーグ201４ グループステージ組み合わせが決定

２０１５シーズン以降の大会方式および試合方式について（更新）

　アジアサッカー連盟（ＡＦＣ）は12月10
日にマレーシアのクアラルンプールでＡＦＣ
チャンピオンズリーグ（ＡＣＬ）２０１４のオ
フィシャルドロー（組み合わせ抽選会）を行
い、2月25日（火）、26日（水）に始まる予定
のグループステージの組み合わせが右記の
ように決定した。
　日本からすでに出場権を獲得しているの
は、Ｊ１リーグ戦優勝のサンフレッチェ広島、
同2位の横浜Ｆ・マリノス、同3位の川崎
フロンターレ。残る1チームは第93回天皇
杯全日本サッカー選手権大会の優勝チー
ムで、前述の3チームが優勝した場合は、
リーグ戦4位のセレッソ大阪が繰り上げで出
場する。また、天皇杯の結果によって、横浜
ＦＭと川崎Ｆのグループが決定する。

ＡＦＣチャンピオンズリーグ201４グループステージ組み合わせ

【グループA】  エステグラル（イラン）／アルラヤン（カタール）／アルジャジーラ（ＵＡＥ）／アルシャバブ（サウジアラビア）

【グループB】 アルファテ（サウジアラビア）／フーラド・フーゼスタン（イラン）／西地区プレーオフ勝者3－1／ブニョドコル（ウズベキスタン）

【グループC】  アルアイン（ＵＡＥ）／アルイテハド（サウジアラビア）／トラクトールサジ・タブリーズ（イラン）／西地区プレーオフ勝者3－2

【グループD】  アルサッド（カタール）／アルアハリ（ＵＡＥ）／アルヒラル（サウジアラビア）／セパハン（イラン）

【グループＥ】 浦項スティーラーズ（韓国）／ブリーラム・ユナイテッド（タイ）／山東魯能（中国）／リーグ第3位（日本）

【グループF】 サンフレッチェ広島（日本）／セントラルコースト・マリナーズ（オーストラリア）／ＦＣソウル（韓国）／東地区プレーオフ勝者3－1

【グループG】 広州恒大（中国）／　　　　　　　　　　（日本）／全北現代モータース（韓国）／東地区プレーオフ勝者3－2

【グループH】 ウェスタン・シドニー・ワンダラーズ（オーストラリア）／貴州人和（中国）／リーグ第2位（日本）／蔚山現代（韓国）

第93回天皇杯全日本サッカー
選手権大会優勝チーム

＜東アジア＞

＜西アジア＞

　各月のリーグ戦（Ｊ１・Ｊ２）において最も活躍した選手を
表彰する「コカ・コーラ Ｊリーグ月間MVP」の11月・12月度
の受賞選手が決定した。Ｊ１は川崎フロンターレのFW大久
保嘉人、Ｊ２がガンバ大阪のMF宇佐美貴史。受賞したＪ１
選手には賞金30万円、Ｊ２選手には同じく20万円を授
与。選考は当該月のリーグ戦における活躍を対象に、サッカ
ー専門メディアとＪリーグからなる選考委員会で行われる。

11～12月の活躍で川崎Ｆの3位
浮上に大きく貢献した大久保

スーパーステージおよびチャンピオンシップ

1st or 2nd
1位

（年間勝点上位）

年間優勝

年間勝点
3位

1st or 2nd
1位

（年間勝点下位）

年間勝点
2位

スーパーステージ（仮）

チャンピオンシップ（仮）

■大会方式
18クラブによる2ステージ制リーグ戦および、スーパーステージ（仮称）とチャンピオンシップ（仮称）。

〔リーグ戦〕
・各ステージ1回戦総当たりのリーグ戦。
・両ステージでホーム＆アウェイとなる。
・各ステージ17節、153試合（両ステージ合計306試合）。

〔スーパーステージ（仮称）〕
・各ステージの1位チームおよび年間勝点2位、3位チーム（合計4チーム）による、ノッ
クアウト方式のトーナメント戦（1回戦制）。
・1stステージ1位または2ndステージ1位のうち、年間勝点が上位のチームと年間勝
点3位チーム、1stステージ1位または2ndステージ1位のうち、年間勝点が下位の
チームと年間勝点2位チームによる1回戦を行い、1回戦の勝利チームが2回戦に進
出し、スーパーステージの勝利チームを決定する。
・年間勝点1位チームと、スーパーステージ進出対象チームが重複した場合は、年間勝点
1位チームはチャンピオンシップに進出し、スーパーステージには出場しない。
・各ステージの1位チームおよび年間勝点2位、3位チームが重複する場合は、各ス
テージ1位チームがシードされる。
・ただし、スーパーステージ出場権を持ったチームが降格対象となった場合は、参加資
格を失う。
・試合会場はステージ1位チームをホームとする。

〔チャンピオンシップ（仮称）〕
・年間勝点1位のチームと、スーパーステージの勝利チームによる対戦。（試合方式および試合数は検討中。決定次第発表）

■年間順位の決定方法
・チャンピオンシップ勝者を年間優勝チームとし、敗者を2位とする。
・3位以下は、チャンピオンシップ出場チームを除く年間勝点の順位で決定する。（ＡＦＣチャンピオンズリーグには、年間順位上位3チームが出場する）

■Ｊ１・Ｊ２の入れ替えについて
・Ｊ２リーグ戦における1～2位のクラブは、Ｊ１に昇格。
・リーグ戦における3～6位のクラブのうち、Ｊ１ライセンスが付与されているクラブは、Ｊ１昇格プレーオフに出場。勝利クラブ（１クラブ）がＪ１に昇格。
・Ｊ１リーグ戦における16～18位のクラブは、Ｊ２に降格。ただし、Ｊ２リーグ戦における3～6位のクラブのうち、Ｊ１ライセンスが付与されているクラブがない
場合は、Ｊ１昇格プレーオフは開催されず、Ｊ１リーグ戦における16位クラブの降格はなくなり、Ｊ２上位2クラブのみがＪ１に昇格。
・Ｊ２リーグ戦1位、2位のクラブにＪ１ライセンスが付与されていない場合、3位以下の繰り上げはない。

＊リーグ戦の試合会場は原則として各クラブのホームスタジアム
＊賞金については決定次第発表

年間勝点
1位

スーパーステージ
勝利チーム

実行委員選任について
　Ｊリーグは、12月17日に開催した理事会で、アビスパ福岡の実行委員を大塚唯史氏から下田 
功（しもだ いさお）氏へ変更することを承認した。また、Ｊ２入会クラブおよびＪ３入会クラブにつ
いて、以下の実行委員の選任を承認した。

下田 功
アビスパ福岡株式会社
代表取締役専務

大塚 唯史
アビスパ福岡株式会社
代表取締役社長

アビスパ福岡

クラブ名 変更前 変更後

実行委員変更 敬称略

カマタマーレ讃岐
熊野 實（くまの みのる）

株式会社カマタマーレ讃岐 代表取締役社長

実行委員選任（新任）
J２入会クラブ 敬称略

グルージャ盛岡
臼井 康雄（うすい やすお）
株式会社いわてアスリートクラブ

代表取締役社長

ＳＣ相模原
望月 重良（もちづき しげよし）
株式会社スポーツクラブ相模原

代表取締役

ツエーゲン金沢
米沢 寛（よねざわ ひろし）
株式会社ツエーゲン
代表取締役社長

ＡＣ長野パルセイロ
丹羽 洋介（にわ ようすけ）
株式会社長野パルセイロ・
アスレチッククラブ
代表取締役社長

藤枝ＭＹＦＣ
小山 淳（こやま じゅん）
株式会社藤枝ＭＹＦＣ

代表取締役

ＦＣ琉球
下地 良（しもじ りょう）
琉球フットボールクラブ株式会社

代表取締役

ブラウブリッツ秋田
岩瀬 浩介（いわせ こうすけ）
秋田フットボールクラブ株式会社

代表取締役社長

福島ユナイテッドＦＣ
鈴木 勇人（すずき はやと）
株式会社ＡＣ福島ユナイテッド

代表取締役

ＦＣ町田ゼルビア
下川 浩之（しもかわ ひろゆき）

株式会社ゼルビア
代表取締役

Ｙ．Ｓ．Ｃ．Ｃ．横浜
吉野 次郎（よしの じろう）

特定非営利活動法人
横浜スポーツ＆カルチャークラブ

理事長

実行委員選任（新任）J３入会クラブ 敬称略

ブラウブリッツ秋田：12月20日開催予定の臨時株主総会、取締役会での決議を経て、同27日付で代表取締役社長に就任予定

２０１３Ｊリーグ アンフェアなプレーに対する反則金

トピックス（11月20日～12月17日）
※各項目の詳細については、Ｊリーグ公式ホームページ
　（http://www.j-league.or.jp）を参照
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　２０１３シーズンのＪ１リーグ戦が12月7日に終了し、サンフレッチェ広島が2連覇、2度目の優勝を達成した。最終節の第34節を前に首位
の横浜Ｆ・マリノス、2位の広島、3位の鹿島アントラーズに優勝の可能性があり、3チームの中で唯一、勝利を収めた広島がタイトルを獲得
した。Ｊ２リーグ戦は優勝のガンバ大阪、2位のヴィッセル神戸がＪ１に自動昇格。4位の徳島ヴォルティスが同8日に開催されたＪ１昇格プレ
ーオフを制し、四国勢としては初のＪ１クラブとなった。同10日は「２０１３Ｊリーグアウォーズ」が行われ、横浜ＦＭのMF中村俊輔が最優秀
選手賞を獲得。Ｊリーグ史上初となる2度目の受賞となった。（2～6ページに関連記事）

サンフレッチェ広島が2連覇、2度目の優勝
中村俊輔（横浜Ｆ・マリノス）が最優秀選手賞を受賞。ガンバ大阪、ヴィッセル神戸、徳島ヴォルティスがＪ１昇格

2 位で迎えた最終節の鹿島戦に勝利し、劇的な優勝を飾った広島。最後まで諦めない戦いが実を結んだ
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　２０１３シーズンのＪリーグは、リーグ戦開幕
20周年という節目を迎えた。
　ことしのＪリーグは、1993年の開幕以降、過
去20年間に積み上げてきたものをあらためて
検証しながら、将来成長のための戦略的な議論
を重ねた一年となった。2015年以降の大会方式
変更という改革案についての議論は、Ｊリーグの
価値をさらに高め、より多くの皆さまに関心を持
っていただくためのチャレンジでもある。
　さらに新たな取り組みとして、1999年の1・２
部制導入から16年目となる来シーズン、Ｊ３が
スタートする。Ｊリーグが掲げる百年構想の具現
化にまた大きな一歩を踏み出し、新たな仲間の
誕生に、それぞれの地元を中心に熱い夢を語り
合った一年でもあった。

リーグ戦、リーグカップ戦
　Ｊ1リーグ戦は、サンフレッチェ広島が最終節
で劇的に2連覇を決める展開で幕を閉じた。今
シーズンはディフェンディングチャンピオンとして
追われる立場となったが、Ｊ１最少失点の堅守を
基盤に粘り強く戦い、タイトルを守ったことは称賛
に値する。反則ポイントも2年連続最少で昨年
に続きフェアプレー賞 高円宮杯を受賞し、結果と
フェアプレーの両立を実現した戦いぶりは理想
的ともいえる。
　横浜Ｆ・マリノスは最終節で優勝を逃したも
のの、今シーズンの最優秀選手賞に輝いた中村
俊輔選手が先頭に立って攻守に奮闘した。第
33節の対アルビレックス新潟でリーグ戦の最多
記録を更新する6万2632人の入場者を集め、
リーグ戦の平均入場者数でも対前年比プラス
4550人を記録したことは、大都市をホームタウン
とするクラブの潜在的な力を物語っている。
　一方、若い選手の台頭でリーグ戦を盛り上げ
たのがセレッソ大阪。アカデミー出身選手の才
能が開花し、技術力の高い攻撃的なサッカーと
いうスタイルを確立しつつある。
　Ｊリーグで3度の優勝歴を誇るジュビロ磐田の
苦戦を、誰が予想できただろうか。高いレベルを
維持することの難しさを示した半面、Ｊリーグが
20年の間に成熟し、チーム力がきっ抗している
証左といえる。
　Ｊ２リーグ戦ではガンバ大阪、ヴィッセル神戸
が1年でのＪ１復帰を実現。Ｊ１昇格プレーオ
フを制した徳島ヴォルティスは、四国初のＪ１ク
ラブとなる。Ｊ２・ＪＦＬ入れ替え戦に勝った
カマタマーレ讃岐の昇格もあり、四国サッカーの
さらなる活性化を期待する。
　２０１３Ｊリーグヤマザキナビスコカップ決勝
では、柏レイソルが14年ぶり2度目の優勝を飾
った。ＡＦＣチャンピオンズリーグ（ＡＣＬ）でも
日本勢として4年ぶりの準決勝進出を果たすな
ど底力を発揮した。

　来シーズンは、中2日の日程を可能な限り解消
したい。Ｊリーグ規約第42条の、いわゆるベスト
メンバー規定の改定も決定した。プレーのクオリ
ティー向上、特にＡＣＬ出場クラブのアジアタイ
トル獲得につながるよう大いに期待している。

成長戦略
　20周年という節目を迎え、経済状況やサッカ
ーマーケットのグローバル化といった環境の変
化に対応すべく、将来のＪリーグの成長戦略に
ついて、シーズン移行や大会方式の見直しを中
心に議論を重ねた。その結果、２０１５シーズ
ンから、Ｊ１の大会方式を2ステージ制のリーグ
戦および、スーパーステージとチャンピオンシップ
（共に仮称）に変更することを決定した。この
大きな決断に関しては、実行委員をはじめとした
クラブ関係者、選手会、有識者、その他ステーク
ホルダーの方 と々意見を交わし、議論を深めてき
たが、今このタイミングでの改革が必要との結
論に達した。Ｊリーグのメディア露出の機会を増
大し、その価値を多くの方々に評価していただく
ために、引き続き対話と周知を重ねていきたい。

Ｊ3クラブの誕生
　Ｊ３は、来シーズンから12チームでスタートす
る。特別参加枠としてのＵ－２２ 選抜チームの
ほか、ガイナーレ鳥取、そして10クラブが新たに
Ｊ３リーグに入会する。同じく新規入会のカマタ
マーレ讃岐はＪ２からのスタートとなる。Ｊ３ライ
センス取得を前提とする入会審査にあたっては、
人事体制・組織運営基準、法務基準、財務基準
といった経営体制の整備、またアカデミーやスタ
ジアム整備などを含めた競技および施設基準を
充足するための諸活動が必要となる。これに加
え、地元行政との関係づくりなど、入会への道の
りは決して簡単なものではなかったろう。しかし、
全てのクラブが「わがホームタウンにＪクラブを」
との熱い思いで努力を重ね、さまざまな基準をクリ
アして入会を果たした。スタートラインに立った各
クラブには、Ｊリーグ百年構想の実現、新たなス
ポーツ文化の醸成に力を尽くしていただき、Ｊリ
ーグが社会になくてはならない存在であり続ける
ために、共に努力していけるよう期待している。

強化・アカデミー
　7月に開催されたEAFF東アジアカップ２０１３ 
決勝大会では、Ｊクラブ所属選手だけで構成さ
れた日本代表チームが見事に優勝した。多くの
Ｊリーグ選手のクオリティーの高さが国際舞台
であらためて証明された瞬間だった。本大会に
出場した選手たちはその後、それぞれが所属Ｊ
クラブでも活躍し、終盤のＪリーグを盛り上げた。

　10月に開催された
ＦＩＦＡ Ｕ－１７ワールド
カップＵＡＥ2013で
も、Ｊクラブのアカデ
ミーに所属するユース選手たちが多く活躍し、
見事ベスト16まで進出した。
　来シーズンから始まるＪ３への参加が決定した
Ｕ－２２選抜チームは、育成年代の強化を目的
にしたものだ。若手選手の試合機会の創出が
大きな課題となってきたが、こうした取り組みを含
め、今後も日本サッカー協会と連携し、Ｊリーグに
おける選手強化の役割を果たしていきたい。

アジア戦略
　昨年2月のタイプレミアリーグとの提携を皮切
りに、ベトナム、ミャンマー、カンボジア、シンガポー
ルのリーグとの提携が実現した。今後もASEAN
各国との関係強化を進めていく。ことしは、ベト
ナムの英雄と呼ばれるレ コン ビン選手がコンサ
ドーレ札幌に加入し、アジア進出を考える企業と
共に、Ｊリーグの試合中継にベトナム語の看板
が掲出されたり、ベトナムでＪリーグに関する報
道やリーグ戦の放送が多くなされるなど、高い反
響があった。アジアサッカーの発展は、ひいては
Ｊリーグの発展、そして日本サッカーが国際舞台
で活躍する原動力になるもの。来シーズンから
は、新たにＪリーグの外国籍選手登録枠に提携
国枠を設けることも決定した。各国に対しＪリー
グ20年のさまざまなノウハウを提供することでア
ジア全体のサッカーの強化・発展に貢献してい
けるよう、さらなる努力を続けていく。

復興支援
　2011年3月の東日本大震災から2年9カ月が
たった。私たちＪリーグは、「決して忘れない」と
いう強い決意のもと、Ｊリーグ、各Ｊクラブがそ
れぞれに復興支援活動を継続してきた。6月に
は、国立競技場で復興支援スペシャルマッチを
開催し、収益や募金によって被災地沿岸部に
簡易照明を寄贈することなどができた。被災地
の復興に向けて、特に子どもたちが元気に体を
動かしスポーツを楽しめる環境を整えていけるよ
う、復興支援活動を継続していく。
　来年2014年はＦＩＦＡワールドカップがブラ
ジルで開催され、また2020年には東京オリンピ
ック・パラリンピックの開催も決定した。ＦＩＦＡ
ワールドカップでの日本代表の活躍を心から祈
念する。2020年のオリンピック開催に向けて
は、世界中から日本に関心が高まる。国内プロリ
ーグであるＪリーグとしては、日本のスポーツ文化
を強化し、けん引する立場の一つとして、現状に
とどまることなくチャレンジを続け、Ｊリーグのさら
なる価値向上にまい進していきたい。

公益社団法人 日本プロサッカーリーグ  チェアマン  大東 和美
２０１３Ｊリーグ チェアマン総括


